
		[image: 表紙画像]
	
    　

    　

    　

    恋したのはヒーローでした

    　

    桜旗とうか

    

    　

    　

    方向音痴の同僚が描いた地図は芸術的だった。

    「まずい……完全に迷った」

    土地勘のない場所で、爆発した芸術性を醸し出す地図を手に、完全に行き詰ってしまった。

    急遽病欠になった同僚に変わって営業先へ出向くことはいい。新規顧客が開拓できるチャンスだし、今回は系列企業である湯谷ゆや企画の新入社員が初めて取り仕切る地方イベントショーにも顔を出せることになっている。得るものは多い。ただ、そこへたどり着くまでの道のりが、もはや試練じみていた。

    同僚はこれで理解できるのかもしれないが、自分には無理だなと本社へ連絡をしたのが一時間ほど前だ。しかし、だれもこの地図を解読できなかった。本人に聞ければ一番いいのだが、不通。どうしたものかと思案しつつ、アプリを頼りながらそれらしい建物を探して右折、左折を繰り返して詰んだのが十分ほど前。さすがにもうだめだなと思って人を探してみたが、こんなときに限ってだれもいないのだ。

    「……いるにはいるんだけどなぁ……」

    タヌキが。

    さきほどから、建物の前でタヌキの着ぐるみが恐ろしく機敏な動きを見せている。

    たぶん、パフォーマンスの練習をしているのだろうなということは伝わるのだが、着ぐるみがやるような動きではない。少なくとも、ビル街で全力ダッシュを十本は、おかしい。

    突っ込む要素しかないうえに、あのタヌキに道を聞くなんてこの世の終わりに等しい気がしていたけれど、もう悩んでいる時間はなさそうだ。

    怪しい着ぐるみだって、中にはちゃんと人が入ってるんだし……よし。

    スマホを仕舞い、思い切って声をかけた。タヌキに道を尋ねている姿は、さぞ間抜けだろうという羞恥はとりあえず脇に置いて。

    「あの」

    背後から声をかけたからか、びくっと驚いた様子のタヌキが振り向いた。

    虚空を見つめる大きな目に見つめられ、思わず「すみません、驚かせてしまって」と謝罪する。

    なんでタヌキに謝ってるんだろ。

    ちょっと虚しさを覚えていると、タヌキは『オーケィセニョール、気にしないでくれたまえ』と動作だけで語りかけてきた。横柄だしスペイン人かぶれだし顔が怖い。

    それで、どうしたんだい？　と聞くタヌキに、素直に道に迷いましたと告げる。

    「この場所に行きたいんですけど」

    わからないだろうなと思いながら地図を見せると、タヌキはじっと彼を凝視した。そして『ちょっと待っていたまえ』とビルの中へと入っていく。

    尻尾がぶんぶん揺れているし、ドアに挟まっているが、相変わらず無駄に機敏だ。

    少ししてタヌキは一枚の紙を持って出てきた。『これはボクの名刺だよ。ちなみにそこは隣の通りだからね』とジェスチャーをしながら。

    「……。ん？」

    名刺を持って来ただけ？

    隣の通りならすぐに教えてくれればよくなかった？

    『ボクはたぬ助。永遠の五歳。お仕事のご依頼お待ちしております』と、雄弁な仕草で売り込みだけは忘れない、やり手のタヌキ。

    「言いたいことは山ほどあるけど、とりあえずありがとうございます。助かりました！」

    あの地図読めたんだな、なんて感心をしながら隣の通りまで急いだ。

    　

    　

    「高堂たかとう玩具営業部、高堂朔弥さくやと申します」

    取引先に到着をしての第一声はだいたい自己紹介から始まるが、相手からの反応もだいたい決まってくる。

    「高堂？　あ、もしかして社長のご子息？」

    「ええ、まあ……」

    「そっかぁ。今回は営業も企画も力を入れていただいてうれしいですよ」

    今回の仕事は新規顧客からの依頼でおこなうイベントショー。企業のオリジナルキャラクターの着ぐるみショーだ。

    企画の運営はグループ会社である湯谷企画がおこなうが、こちらも会長の孫娘が取り仕切っている。

    「素晴らしいショーにしましょうね」

    先方とぎりぎりまで打ち合わせをして、運営側にショーの演出提案をする。今回はこれが朔弥の主な仕事だ。

    「朔弥さん、今日はよろしくお願いします」

    ステージで打ち合わせをしていたスタッフの一人が駆け寄ってくる。この企画の責任者である湯谷千鶴ちづるだ。

    「こちらこそ。それより千鶴さん、客席とステージが遠くないですか？」

    今回の会場は特設ステージのため、空間設計から千鶴の采配が揮われている。しかし、ちょっとスペースを取りすぎているように思えた。

    「着ぐるみの中の人がどうしてもこれだけのスペースがほしいとおっしゃって」

    「中の人が……ですか？」

    子供にぶつかりそうとか、そういうこと？

    いや、まさか。相手はプロなのだし、そういう理由ではないだろう。

    「どうしてですか？　客層は今回も子供が中心ですし、もっと近づけたほうが……」

    「私もそうお伝えしたんですけど、ここのスペースは譲れないと」

    少し引きで眺めてみたが、できればもっと近くで着ぐるみを見たいと、朔弥なら思う。

    舞台そのものが大きくないからこそ、もっと近いほうがいいだろうに。

    「やはり客席をステージに近づけましょう。椅子を動かし、て……」

    そう指示を出すと、ぐっと肩を掴まれた。振り返るのとほぼ同時に、頭をぐりぐりと押しつけられる。

    キツネの、着ぐるみの頭が。

    タヌキの次はキツネ!?

    キツネは『ダメ、絶対！』と腕でバツ印を作る。

    意見したのはこの人か。

    「こんなに客席が離れていては子供たちが見えません。理由を聞かせてください」

    それがはっきりすれば譲れる部分もあるはずだ。

    キツネはしばし思案して、大きな動きで語る。

    『まあ見ていたまえよ、セニョール』と。横柄な態度で。

    あれ、もしかして……タヌキがキツネに化けた？　……いや、そうじゃなくて！

    「返事がほしいんですが！」

    キツネは聞く耳も持たずに椅子を前に出そうとしていたスタッフにどーんと体当たりをして抗議をしている。

    よほど自信があるのだろう。なにかあれば、あとで抗議をすればいいのだ。それならキツネの指示通りでいい。

    そうして、リハーサルを終えてショーが始まるころ。

    客席は家族客ですべて埋まっていた。子供たちは目を輝かせ、始まる瞬間をいまかいまかと待ちわびている。

    そして――

    着ぐるみショーにはお決まりの「コンニチハー」というやり取りが始まって、開演をした。朔弥は一部始終を最後列で眺めることになるが、もう不安しかない。

    キツネの呼び込みがあって部屋全体の照明が落ち、舞台がぱっと明るくなって、スポットライトがキツネを追いかけて動く。

    さきほどの横柄な態度とは違い、しおらしく可愛い演技をするキツネは、さすがにプロ。

    子供たちの声には的確にすべて応え、手を振って愛嬌を振りまき、ときどき格好良い動きを見せてキメる。子供たちは、そんなキツネにすぐに引き込まれ、夢中になっていく。

    朔弥は昔からヒーローものと言われる特撮が好きだった。フィギュアや変身アイテムを買ってもらって、少年時代を満喫していたものだ。

    幸い、高堂玩具はヒーローフィギュアを多く取り扱っていたから、新商品はだれよりも早く手に入れることができた。

    ヒーローショーや着ぐるみショーを見に行くことも、子供のころには多く、懐かしいなと思いながら舞台を見ていると、キツネの動きが予定にないものに変わっている。

    ちょっと……、おい、自由すぎるだろ……！

    いきなりバック宙をするなんて聞いていないし、客席の傍をあんなに走りまわるなんてリハーサルではしなかったことだ。すぐにスタッフを探して事情を尋ねたら、開演直前で演技変更をしたいと申し出てきたのだという。千鶴はそれを許諾したようだ。

    直前だったから連絡が行き届かなかっただけか。

    無茶なことをするものだと思いながらも、客席を見渡した。

    あ……近い、な。

    開演前は客席と舞台の距離が遠すぎると思っていたが、どうやらキツネは舞台を下りたところでパフォーマンスをおこなっているようだ。手を伸ばせば届きそうな位置で、あんなアクロバットを見せられて、子供たちの歓声はより大きくなっていくのも頷ける。

    これならいい。子供たちが喜んでいるなら、舞台とのスペースを広く取ることに我を通すのも、急遽の演技変更も咎める理由にはならない。

    むしろ、感心した。着ぐるみは頭がやたらと重いし、寸胴な体型だからアクロバティックなことは難しいはずなのに、軽々とやってのけている。客席を縦横無尽に走り回ってハイタッチをして、必ず通路端で大きなパフォーマンスをしてから舞台へと戻っていく。運動量が常軌を逸しているが、まったく動きがぶれていない。

    パワフルで、ダイナミックで、人の目を惹きつけて離さない。着ぐるみという可愛さ補正があるとはいえ、子供の目を惹き続けるには相当な技術が必要なはずだ。

    ショーの熱気に暑さを感じてジャケットを脱ぎ、舞台で飛び跳ねるキツネの姿を追いかける。

    想定外の動き。想像以上の演出。どんな人が、あのキツネの中にいるのだろうか。

    パフォーマーに会ってみたい。そして、また一緒に仕事をしたい。

    一帯に照明が戻ると、朔弥はすぐにバックステージへと引き上げる。キツネはいま下がったばかりだからステージ裏のどこかにいるはずだ。

    廊下を走っていくと、長机を置いた休憩スペースで滴る汗を拭う人の姿を見つけた。

    頭は外しているが、身体はキツネのまま。間違いない。あの人だ。

    「あの」

    声をかけて、その人が振り返った瞬間。

    「……」

    「？」

    一歩も動けなくなった。まるで天使がいるのかと思うような錯覚を覚え、見入ってしまう。

    驚いた。

    まさかあんな派手で躍動的な動きをしていたのが女性だったとは、思ってもみなかったから。

    高く結い上げた黒い髪は、汗で雫を落としていて、にこりと微笑まれた笑顔はきらきらと輝いて見えた。

    心臓が高鳴る。

    この気持ちはなんだろう……。

    「どうかしたの？」

    細い声に、言葉にできない感情が湧き上がって、そしてはっとした。

    なにか言わなければ。

    「お疲れさま……でした」

    「え？」

    第一声の不甲斐なさに、穴を掘って埋まりたい気分だ。もっと気の利いた言葉があっただろうに。

    女性は不思議そうな顔をしたが、すぐに「うん」と笑った。

    「でも、まだ終わってないよ。これから出口でハイタッチして帰ってもらうの。出番はまだあるわ」

    「あ、そうですね……」

    笑顔が素敵な人だ。ほんのりと上気した肌に、活発そうな笑顔。吊りがちな大きな目が印象的で、見栄えのする顔立ちをしている。

    とても美人だ。

    あんなにパワフルな動きをする人には見えないくらい華奢で、ひとつひとつの仕草に『女性』を感じさせる。

    想像していた人物とは違ったこともあり、美しさも相まって思わず見惚れてしまっていると、彼女はずいと一歩近づいてきた。

    「客席、遠かった？」

    「……いいえ。まるで感じませんでした」

    「でしょ。特設ステージは動けるスペースが少ないから、思い切って客席を下げちゃえばいいと思うの。みんなはパフォーマンスを見に来てくれてるんだし、しっかり動かないとね。どんな無茶ぶりにも全力で応えるから、信じて任せて！」

    ステージの小ささを補うためにスーツアクターを動きまわらせようなんて、すぐに考えつくだろうか。動きにくい、着ぐるみを着た人に……

    「……俺、そんな発想がなかったです」

    「あなたとは初めてお仕事をするものね。なんでも言って。がんばるから！」

    明るく、よく笑う人だ。暑いだろうし、だれよりも動きまわっているだろうに、そんなことを微塵も感じさせない。周囲に気配りができる、優しそうな女性だ。

    「それより、時間には間に合ったのかしら、迷子さん？」

    「さっきのタヌキはやっぱりあなただったんですね」

    「ご依頼、首を長くしてお待ちしています」

    ぺこ、と頭を下げる彼女につられて笑った。

    「それじゃあ、お仕事行ってきます！　子供たちをお見送りー！」

    かぽりと頭を被って、やたらとキレッキレのスキップをする彼女の名前を、ショーが終わってから聞くことができた。

    本郷ほんごう那月なつき。人の笑顔が大好きな、着ぐるみスーツアクターだ。

    　

    ◇　◇　◇

    　

    営業社員というのは、だいたいスーツに社章をつけている。

    彼は、太陽と笑顔をモチーフにした社章をつけていて、そのロゴには見覚えがあった。大好きな玩具メーカーのロゴだったからだ。高堂玩具に勤める営業社員だということはおおよそ見当がついた。

    そんな人が道に迷った挙句、道を尋ねてくるなんて、なんという偶然だろうか。

    打ち上げイベントでは朔弥が積極的に声をかけてきてくれ、生活圏の近さや趣味などが話題に上った。那月の趣味は、研究も兼ねたヒーローショーの観覧。そして、朔弥は大の特撮好きだと言う。自然と、ヒーローショーへ一緒にどうですかと誘われ、ぜひと返事をしていた。

    そして、観覧を約束した週末。

    まずい、遅れる……

    今日のショーを楽しみにしすぎて、明け方まで眠れないという小学生のようなことをしでかした。しかも、服を選んで、慣れない化粧をしていたら時間ギリギリだ。でも。

    いつか着られるかなと思って買っておいた服が日の目を見られたのはうれしい。

    ゆったりとしてシンプルだけれど、袖と裾のクロシェレースが可愛くて、一目惚れをしたものだ。ちょっと肩見せができるのもいい。

    スカートを合わせる勇気はなかったから、ボトムはジーンズにした。いまの那月にできる、精一杯のオシャレだ。

    心が弾むような、踊り出すような、落ち着かない不思議な喜びを噛み締めて、待ち合わせ場所へと向かう。と、やはりというべきか、朔弥がすでに待っていた。

    「高堂君、ごめん。遅くなっちゃった」

    声をかけると、彼は那月を見てしばし硬直する。そして、

    「いいえ。俺もいま来たところです」

    と、気を使ってくれたのだろう、快い返事をくれた。

    楽しくなりそうだ。これからの予定を思うだけで、頬が緩んでしまうくらいワクワクする。

    「ねえ、本当にいいの？　ヒーローショーよ？　バックステージまで見ちゃっていいの？」

    「もちろんです」

    今回のショーは、運営が高堂玩具の系列ということで、舞台裏の見学もどうぞ、と誘われている。

    「うれしい！　楽しみすぎて昨夜は眠れなかったの！」

    「那月さんが楽しそうでよかった」

    「楽しいよ！　だって、あたしはあれをやりたいんだから」

    「ヒーローを、ですか？」

    「そう。ヒーローはね、たくさんの人を笑顔にできるのよ。あたしもみんなを笑顔にしたいなぁって思ってるの」

    たくさんの人を笑顔にできたら、こんなに幸せなことはない。いまは着ぐるみで活動をしているが、いずれは主役をやって、そのさらに先へ進みたいと思っている。

    「じゃあ、もしよかったら試しに着てみますか？」

    「い、いいいいいの？」

    「すごい動揺してますね」

    「当たり前よ。憧れのヒーロー！　わぁぁぁ、楽しみぃぃ！　できればレッドがいいなぁ！」

    ぎゅうっと握りこぶしを作ってはしゃいでいると、朔弥が小さく吹き出した。

    子供っぽかったかな。落ち着きないと思われたかな。

    朔弥はひとつ年下だが、とても落ち着いていて大人びている。それに対して那月は仕事柄もあって動作が大きい。どうしても子供っぽく見えてしまうだろう。

    というか、男の人と二人で歩くときはどんなテンションが正解なの……!?

    「でも、着て大丈夫ですか？　せっかく可愛いのに」

    「ンッ!?」

    この人はいきなりなにを言うのか。

    可愛いなんて、言われたことないのに。否定するべき？　でも感じが悪いか。　じゃあお礼を言うべき？

    どれが正解かわからずにぐるぐると悩んでいると、朔弥が柔らかく微笑んだ。

    「服、可愛いですよ」

    「あ、ああ、服がね」

    危うく勘違いをするところだった。朔弥はいつもと違う服装を褒めてくれただけ。

    ちょっと高くなった体温と心拍数に、手でぱたぱたと扇ぐ。

    落ち着け心臓。落ち着けあたし！

    深呼吸をひとつして、朔弥を見上げる。

    「大丈夫よ。ヒーローはどんな困難にも打ち勝つものよ」

    念願だったヒーロースーツを、試しとはいえ着られるチャンスだ。これ以上の経験ができる機会なんてそうあるものではない。

    「那月さんはヒーロースーツ、仕事で着ないんですか？」

    「いつか着れたらいいなぁって思うけど、うちの事務所は着ぐるみ専門だし。たぬ助お気に入りだから離れがたくて」

    事務所で埃をかぶっていた不細工な顔のタヌキの着ぐるみは、いまでは那月の専用だ。綺麗に洗って除菌スプレーを毎日かけて干し、たぬ助と命名したが、だいたい微妙な顔をされる。

    「ヒーローものが得意な事務所もあるでしょう？」

    「んー、そりゃあ、あるにはあるけど……社長にはお世話になってるし、仕事のない日は事務所で仕事させてもらえるから助かってるのよね」

    着ぐるみの中の人だけでは生活はできない。重労働なわりに薄給で、ダブルワークは基本だ。那月は事務所の事務員として働きつつ、オファーがきたら最速で動けるスーツアクターとして事務所と契約をしている。だから、少ないながらも収入が安定するのはありがたい。

    「高堂君が仕事ばんばん持ってきてくれれば、あたしはもっと活躍できるんだけどね」

    「最善を尽くします」

    そんなことを言ったあと、彼は耐え切れずにぷっと噴き出した。

    飾らない、素敵な青年だ。

    一緒に歩いていて気づいたが、すれ違う人がみんな、一度は彼を振り返る。

    事務所の社長は芸能タレントの養成をもともとやっていて、その社長に言わせれば「あんなイケメン見たことない！」だそうだ。

    一緒に歩いているのが、色気のない自分ではどうにも肩身が狭いなと思いながら、今日の目的地へと足を踏み入れた。

    多目的ホールを貸し切って行われるヒーローショーには子供たちがたくさん押し寄せ、開場を待ちわびている。

    「俺たちは裏から入りましょう」

    スタッフオンリーと書かれた裏口から入って進むと、キュッキュと靴の鳴る音が聞こえたかと思うとばたばたとした足音が続く。

    舞台上では出演者が動きの確認をしていた。

    「練習中？」

    「そうみたいですね。ちょっと混ざってみます？」

    「いいの!?　邪魔にならない!?」

    「もう仕上がっているので大丈夫だと思いますよ」

    どうやら事前に朔弥から同業の客が来るという話をされていたようで、「一緒に練習する？」と気さくに誘ってもらえた。

    擬闘を目の前で見せてもらえるうえに動き方まで教えてもらえる、本番さながらの練習に気持ちが高揚する。

    動作を真似ながら動きまわっていると、身体がどんどんと動きたがっていく。

    「ここはワイヤーアクションで、空中で二回転半捻って……」

    グィンとワイヤーに引っ張り上げられた出演者は言葉通り空中で二回転と半分、身体を捻って着地した。

    かっこいい。軸がしっかりしていて安定しているし、安全を意識しながらも綺麗なアクションフォームだ。

    「最後はしっかりとキメて終わり」

    「指先まで、こんな感じですね」

    真似てキメポーズを取ったところで、そろそろ準備をしてくださいと声がかかった。

    出演者たちが控え室へと戻っていく姿を目で追いかけながら、身体がうずうず疼いて落ち着かなくなってくる。

    空中二回転半か……ワイヤーついてないけど、いまならいけるかも。

    身体もほどよく温まっているし、あんなにかっこいいアクションを見せられたらじっとなんてしていられない。

    舞台の端まで下がって、助走をつけて走り出す。タンッと床を蹴って中空で身体を捻った。

    遠心力に逆らわず、身体の動きたがるままに。

    着地は静かにトンと降り立ち、完璧な二回転半捻りが決まって満足した那月は鼻歌混じりに舞台をあとにした。

    　

    開場したホールには、最後方まで席が埋まっていく。那月たちも、その大勢の観覧者の一人として見学をさせてもらった。

    ショーは子供たちの歓声と熱気に包まれて滞りなく進んでいく。司会のお姉さんを攫う悪いヤツと、それをやっつけるヒーロー。わかりやすい勧善懲悪のストーリーは進行していき、クライマックスを迎えると舞台の端から端までをヒーローたちが横断してパフォーマンスをしたあと、退場した。

    ホールに照明が灯り、客席から人が出口へと流れていく。

    那月たちは人波をやり過ごすつもりでのんびりとしていると、

    「そういえば、那月さんって客席の端でパフォーマンスしますよね。あれってどうしてですか？」

    不思議そうな顔で朔弥に尋ねられた。

    「せっかく見に来てくれるんだし、みんなに楽しんでほしいから」

    演出上、何度も通る通路というのは存在して、その通路はだいたい真ん中。昔、端っこの席に座ったときにとても悲しいと思ったことがあったから、那月はなるべくそんな思いをしてほしくないとの一心で、脚本になくとも退場間際に客席の端で一度パフォーマンスをするようになった。

    「……そういうの、なんかいいですね」

    「そ？　ありがと」

    照れくさい。そんなふうに言われたことがないから、なんだかむず痒くて落ち着かなくなる。

    「そういえば、練習終わりの最後の二回転半、すごかったです」

    「え、見てたの？　だれも見てないと思ってたのに」

    「見逃すわけないですよ」

    どきりとしたのは、あまりに声が艶っぽかったからかもしれない。

    彼は、少し言葉が足りないと思う。こんな言い方では、誤解をされてしまうだろう。

    「ああいうパフォーマンスは目を引くものね」

    「……ワイヤーなしであんなアクションができるんですね」

    「普段は安全第一よ」

    そのための擬闘指導者がいるのだから。

    「そうですね。……那月さん、そろそろ行きましょう」

    客席から人があらかた捌けたころを見計らって、那月たちは関係者出入り口からバックステージへ入った。

    朔弥があちこちから声がかけられている姿を見ると、彼の仕事ぶりがわかる。

    若いながらに多方面の仕事をこなし、気配りができる人のようだ。

    おそらく彼なら、社長を継いでもソツなくこなすのだろう。

    こういう人と一緒にいたら自分も成長できるだろうなぁ、なんて考えて思考を止めた。

    ……別にプライベートでとかじゃないし。仕事で一緒にいられたらって意味なんだから……！

    一人、胸中で突っ込んだのはあまりにも的外れな期待をしている気がしたからだ。

    朔弥には、湯谷千鶴という婚約者がいるらしい。本人から聞いたわけではないが、周囲にはそんな噂があるようだ。

    千鶴とは一度仕事で会ったことがある。とても可愛らしい、那月とは真逆のタイプの女性だった。

    「あ、朔弥さん、お疲れさまです」

    その千鶴が朔弥を見つけて声をかける。

    鈴を転がすような澄んだ声と、ふんわりとした雰囲気を持つ、いわゆる癒し系。

    「千鶴さんもお疲れさまでした」

    那月がどうがんばっても敵わない女性らしさが彼女にはある。

    「朔弥さん、これからお時間いいですか？　エージェントの方がいらしていて」

    二人の様子を見ていると、なんとなく場違いな気がしていそいそと帰り支度を始めた。

    「高堂君、あたし事務所に戻るね」

    「えっ、待ってください、このあと食事でも……ヒーロースーツだってまだ着てないですし」

    「ごめん、身体動かしたくなっちゃった。あんなパフォーマンス見たらうずうずしちゃって。また誘ってくれるとうれしいかな」

    嘘半分。本音半分だ。ヒーロースーツはいますぐにでも着たいくらいなのだけれど。

    朔弥は千鶴のような人といたほうが似合っていると思う。

    「それじゃあ、今日はありがと」

    自分からそう言ったのに、胸がちくりと痛む。

    なんで……こんなに痛いのよ。

    「那月さん……っ」

    逃げるようにスタッフ専用の通用口を通って外へ出ると、途中でスーツ姿の男性とすれ違った。関係者かなと思って気にせず通り過ぎると、「失礼ですが」と声をかけられ、足を止める。

    「先ほど開演前に舞台にいた方ですよね。練習風景を拝見しました。どこかに所属をされている役者さんでしょうか。出演者？」

    「は、い？」

    「わたくし、こういう仕事をしている者なのですが」

    渡された名刺には、エージェントと記されている。

    どうやら、海外の劇団からの依頼で出演者を探しているらしく、本番直前の練習に混ざっていた那月を見て声をかけてきたようだ。

    でも、こういうのってあんまり信用しちゃいけないのよね……海外の劇団ってそもそもどこよ。

    「えっと、すみません。事務所に所属をしていますので」

    着ぐるみの中の人を派遣している事務所だろうと、こう言えばたいていは引き下がってくれる。だが、男はさらに詰め寄ってきた。

    「ではその事務所の連絡先を教えてください。アメリカへ、行ってみませんか」

    「……えっ!?」

    この人はなにを言っているのだろうか。

    アメリカへ行く……？

    こんな、どう聞いても胡散臭い話に関わってはいけない。

    困ったときは社長が撃退してくれることになっているから、那月はおとなしく事務所の所在地と電話番号を伝え、その場を全速力で逃げだした。

    　

    那月の所属する着ぐるみスーツアクターの派遣事務所は電話での問い合わせが多い。しかし、週明け一番の仕事は対面での営業になった。

    先日のエージェントと名乗る男がやってきたのだ。

    那月はあらかじめ社長に事情を説明しておいたから対応は任せているが、話がとんでもない方向に転がっている。

    あのエージェントを名乗る男性は、身元のたしかな人で、人材の発掘を主な仕事としているらしい。その仕事のひとつとして、ブロードウェイの舞台で、アクションのできる東洋人女性を探しているとのこと。そして、那月がその眼鏡に適ったというわけだ。

    もちろん、彼にスカウトされたから即舞台へなんてことは無理だ。が、大きなチャンスであることに間違いない。

    ブロードウェイへ来ないか。その先の、ハリウッドを目指してみないか、とエージェントは那月を口説いた。

    行ってみたい。

    まさかそんな話だとは、夢にも思わなかった。

    ブロードウェイはハリウッドへの一歩とも言われる大舞台だ。役者をしていれば憧れる場所。那月はアクションを集中的に学んできたが、それと同時に発声や歌、演技もレッスンを受けてきている。毎日積み重ねてきた努力ではだれにも負けないだけの自信があった。

    大きな舞台に立てば、もっと人を笑顔にできる。

    那月は早くに両親を亡くした事情から、幼少時代を施設で過ごしてきた。その施設には年中行事として演劇の観覧があって、いまの那月を形成するきっかけにもなっている。

    スーツアクターという仕事を選んだのは、同じ施設の子たちが着ぐるみショーで一番笑顔になったから。だから、子供たちに喜んでほしくて奇抜な動きだってしている。

    この話を受ければもっと多くの人を喜ばせられるのではないのだろうか。

    世間には、那月よりも恵まれない子がたくさんいる。そんな人たちに笑顔を届けたいと思って始めた仕事。

    笑顔になってくれるかな……

    いまよりも多くの子供たちが。

    かつて子供だった人たちが。

    世界中の人たちが。

    そんなことを考えていると、事務所のインターホンが鳴った。応対に出ると、「高堂玩具です」と聞き慣れた声が告げる。

    強引に、逃げるように帰ったのは先週末のこと。

    なるべく考えないようにしていたのに、声を聞いただけで心が震えるくらいうれしい。けれど、それを悟られたくなくて、努めて平静を装う。

    「高堂君、いらっしゃいませ」

    「仕事の相談に来たんですが……社長、いらっしゃいます？」

    「来客中なの。ちょっと時間かかるかもしれないから、ほかの営業先を先に回るか、日を改めてもらったほうがいいかも」

    かれこれ一時間になる。応接室からはいまだに人が出てくる気配もない。

    「待たせてもらっていいですか？」

    「もちろんいいけど」

    お茶を出して、他愛ない話をして時間を潰していたものの、応接室はいまだに静寂を保っている。

    時計を見て、さすがに朔弥に申し訳なくなってきた。

    「ごめんなさい、ちょっと長引いてるみたいで」

    声を潜めて言うと、朔弥は気にしないでくださいと笑う。

    「今日はどんな相談だったの？」

    「自社の新商品販売イベントです。新キャラクターの着ぐるみを被ってショーをやって、グッズの売り上げに貢献していただきたいなと思って」

    「それ、うちが得意なやつ」

    「はい。できれば那月さんにお願いをしたいです」

    「あたしに？」

    あんな態度を取ってしまったというのに、彼はわざわざ那月を指名してくれた。

    仕事ができることはうれしい。子供たちの笑顔を見られる機会が増えるのはもっとうれしい。でも、今回のこの指名は、いままでの何倍もうれしくてたまらない。

    「那月さんとまた一緒に仕事がしたいから」

    鞄から書類を取り出しながら、何食わぬ顔で彼はそんなことを言ったが、那月の鼓動はいつもより高くなった。

    「ご指名うれしい……っ」

    「引き受けていただけると俺もうれしいです。湯谷企画が運営をするので、この間と同じような感じになるはずなんです」

    「そうなのね。千鶴さんだっけ、彼女はとても気を使ってくれて、仕事しやすかったのよね」

    そう言うと、朔弥は「それは良かったです」とだけ言った。

    あれ？

    婚約者なのだし、もう少し褒めるかと思ったのだが想定外に淡白だ。そして、話題はすぐに別のものへと変わった。

    「着ぐるみ、こういう感じなんです」

    デザイン画を見せられ、ピンク色のウサギだと知って思わず呻うめくと、朔弥は慌てた様子で「たぬ助にしますか!?」と訳のわからないことを言い出す始末。新キャラクターが台無しだ。

    「もしかして女の子？」

    「苦手だったりします？」

    「そういうわけじゃないけど、女の子はあんまり無茶な動きができないのよね。男の子のほうが動きまわるし、人気者になれるから好き！」

    「那月さんらしい」

    「ちなみに、たぬ助は横柄なスペイン人かぶれって設定なの」

    「すごい設定ですよね」

    「よく言われる」

    そんな話をしていると、ようやく応接室の扉が開いた。

    エージェントが「それではよろしく」と言い残して出て行くと、社長がどっと疲れた様子でデスクに戻る。

    「いまの、もしかしてエージェントですか？」

    「高堂君も知ってるの？」

    「先週のイベントに来ていたんです。那月さんにも紹介したかったんですが、食事の席ですでにいい人材を見つけたと言っていたんです。あれは那月さんのことだったんですね」

    そうとは限らないだろうが、わざわざ来てくれたのだからそのうちの一人の可能性はある。

    「那月。どうする？」

    社長の言葉は簡潔だった。

    「今回のオーディションは主演のスタントだけど、那月にやる気さえあればミュージカルや演劇で紹介をしてもいいと言っている。だけど、オーディションに確実に受かる保証はない」

    とても不安定な条件だ。渡米して仕事にするならビザも必要。ユニオンの加入も必要だろうし、タレント登録もしなければならない。ほかにもレッスン代、生活費、オーディション。仕事はないのにお金がかかることばかりだ。それ以前に、那月は英語がかなり危うい。でも。

    「ブロードウェイだ。こんなチャンスはそうそうあるものじゃない」

    その言葉には那月も同意だ。

    世界中の人を笑顔にできるエンターテイナーになれる可能性が、目の前にあるのだ。掴まない手はない。

    「行きたい……！　こんなことが起こるなんて夢みたいだけど、世界で戦えるならやりたい」

    「当然だ。こっちは人気の役者を送り出すんだ。半端な舞台じゃ行かせない」

    「……でもお金はどうしよう……貯金なんてないし……」

    うんうん唸っていると、社長が旅費などは惜しまず出資してくれるという。

    これだけの好条件を断わるのはもったいない。

    「高堂君もいつか見に来てくれる？」

    いつか、彼もブロードウェイに那月を見に来てくれるだろうかと尋ねてみた。

    「もちろんです。……楽しみにしていますね」

    彼は笑っていたが、どうにもぎこちない笑顔だ。

    「……どうかした？」

    「……え？」

    「ちょっと具合悪い？」

    「いいえ。……健康そのものですよ」

    そう言って平然を取り繕って見せたけれど。

    平気そうじゃないのよねぇ……

    上の空というか、考えごとをしているような雰囲気なのだが。

    「それで、高堂玩具の御曹司のご用向きは？」

    社長の声に、朔弥はいつもと変わらない様子でプレゼンを始めた。新商品のプロモーションイベントに着ぐるみを使うこと。那月を起用したいことや日程、時間、報酬などを詳細に伝えたあと。

    「那月、スケジュールは大丈夫か？」

    「空いてます。すごいやりたい！」

    「じゃそういうことで」

    仕事は那月の一存では決まらないが、だいたいはタレントの意思を尊重してくれる。

    「那月さんの都合のいい日を教えてください。打ち合わせと契約書をお渡ししないと」

    「いつでも言ってもらえれば空けられるよ。いまからでも大丈夫だし」

    「ではいまから来ていただけると助かります。これから湯谷企画さんと会議がありますので」

    そう言って、その足で高堂玩具本社へと向かうことになった。

    車で来ているからと助手席に乗せられる。

    年季の入った、いい車だ。社用車らしいが、荷物がたくさん積めるし、車内が広いのもいい。

    「着ぐるみがたくさん積めるね」

    「そうですね。段ボールに詰めたらたぬ助の大量移動も可能ですよ」

    「それは需要あるのかな……っ」

    想像するだけで怖い。

    なさそうですね、と朔弥は笑う。でも……。

    やはり元気がないように見える。無理をして笑っているというか……。

    気のせいかなぁ……。

    それならいいのだけれど。

    でも、那月が話しかけなければ朔弥はずっと黙ったままだ。考えごとをしているような、気落ちしているような。いつもの彼らしくない。

    「……あの、那月さん」

    「うん？　やっぱり具合悪い？」

    「いいえ。……その、受けるんですか？　さっきのエージェントの話」

    「そうしたいなぁとは思ってるよ。いきなりで驚いてるけどね」

    ずっと鼓動が早いままだ。

    アメリカの大舞台。またとないチャンス。世界で挑戦できることがうれしい。

    高揚する気持ちと、新しいステージへの溢れる期待が溢れて止まらない。不思議な感覚だ。

    「遠いですね。ブロードウェイなんて想像もしてなかった」

    「あたしもだよ」

    「こんなふうに気軽に会えなくなりますね」

    「え……」

    会えなくなる……？

    その言葉が、ひどく胸に突き刺さった。

    スカウトに舞い上がっていたが、アメリカへ渡ってしまったら、こんなふうに朔弥と会えなくなるのだ。それだけではない。社長にも、日本にいる友人にも、ショーを楽しみにしてくれる人たちにも。

    それでいいの……？

    大きな世界へ飛び出して、知名度を上げて、いずれはハリウッドでと夢が大きくなっていくけれど。

    「…………あ、そうだ。昨日のショーのお土産があったんです。どうぞ」

    赤信号で止まった隙にごつごつとしたマスコットが手のひらに落とされたその瞬間、そっと手を握られ「遠いですよね」と朔弥はもう一度繰り返して手を放す。

    「……ありがとう」

    「俺も色違いを持っています。お揃いですね」

    その大きくなった夢と比例して、隣で笑ってくれる人が遠くなるのだ。

    アメリカに渡れば、そこで暮らす子供たちの前でショーはできるかもしれない。でも、なにかが引っかかる。とても大事なことだから少し待てと直感的な部分が警鐘を鳴らしている。

    人生を左右する大きな分岐点だ。迷って当然。即断できるはずがない。

    返事は少し保留にしてもらおう。じっくり悩んだっていいはずだ。

    でも……。

    なんか……胸が痛いよ……。

    ぎゅっと握りしめたマスコットは、大好きなヒーローレッド。

    朔弥だってレッドが好きだと言っていたのに、那月が好きだから譲ってくれたのだろう。こういう、身近な優しさも遠くなってしまうのだ。

    この感覚は無視しちゃダメなやつよね……。

    彼はどう思っているのだろうか。

    彼ならどんな言葉をくれるのだろうか。

    「那月さん、着きましたよ」

    その声に弾かれるように顔をあげると、覗き込まれた視線がぶつかった。

    ……どうして、彼の言葉でなければいけないのだろうか。

    そこには理由があるはずなのに、言葉にできなくてもどかしい。

    ……好き……だから？

    それはちょっと違うか。でも。

    この人だから気になるんだ……。

    そんなことを思った。

    　

    イベントまでの間、那月は高堂玩具の会議室へ頻繁に通うようになった。

    細かな演出の打ち合わせや衣装合わせが主だったが、高堂玩具へ行くといろいろとお土産と称したグッズがもらえるので、用事がなくても通えてしまえる。

    会議を終えて企画書に目を通すために残っていた那月は、がたがたと扉が開く音に顔をあげた。千鶴が、大きな段ボール箱を抱えている。

    あの中身はもしや、いつものお土産!?

    「本郷さん、文具って使いますか？」

    やっぱりぃ！

    この数日の間で彼女とも仲良くなった。でも、お友達といった雰囲気ではない。あくまでも、仕事上のお付き合い。

    「使う使う！　事務所で一番使うやつ！」

    「何年か前の、ダイカットの付箋なんですが」

    「ダイカット!?」

    机に置かれた箱をがばりと覗き込む。

    「うわあぁぁ、ヒーロー戦隊のダイカットぉ！　カラバリすごーい！」

    「だいぶ在庫にしちゃっているので、持って帰ってもらっていいよ、って」

    「ありがとう！　大事に使う！　毎日社長の机に貼り付ける！」

    「それはご迷惑かと」

    レッドからブルーやイエローと、すべての色が網羅されていて、デザインも微妙に違うというこだわりようだ。こんなにかっこいい、実用的な文具がなぜ在庫として残っているのか。

    きっと、このダイカットのイカしたセンスがわからないのね。

    やはりレッドだ。リーダー的ポジションのレッドは最高にかっこいい。

    「喜んでもらえてうれしいです」

    「ヒーローものを前にして喜ばないわけないわ。すごいうれしいぃー」

    「スマホにもついてますよね、お人形が」

    距離を縮めていく中で、千鶴のことが少しだけわかった。

    彼女は特撮ものにはあまり興味がないらしい。可愛いキャラクター――それこそ、今回のウサギのキャラクターとか――には詳しいのだが、ヒーローものはだいぶ疎い。休日の朝に、なんとか戦隊が放送していて、という話を朔弥とすることがあるが、千鶴はひたすら笑顔で頷くだけ。それでも楽しそうにしているのは、たぶん朔弥が熱心に話しているからだろう。

    「千鶴さんはヒーローショーとか見に行かないの？」

    「仕事のために参考にすることはありますけど、それ以外はないですね」

    「じゃあ、高堂君とのデートはカフェに行ったり買い物したりって感じ？」

    「え……？」

    「ん？」

    千鶴の表情が見る間に曇った。

    「ど、どうしたの……？」

    なにかまずいこと聞いた？

    「デー……ト？」

    「えっと……お付き合いしてるのよね？」

    「……」

    ずーんと空気が重くなる。

    えぇぇ!?　なんで？　婚約者じゃないの？　え、なにこの空気。やだ帰りたい……。

    「噂のことですか？」

    「えーっと……そう。ごめん、なんか気に障ったかな」

    「そういうわけじゃないんですけど」

    千鶴は椅子に座って、おもむろにダイカットの付箋ををぺりぺりとはがし始めた。

    のぉぉぉ!?　待って、この子はなにをしているの、ねえちょっと待って!?

    涙目になりながら慌てて付箋を奪い返すと、千鶴はぷっと噴き出す。

    「本郷さんって裏表がないというか、すごくわかりやすいですよね」

    「えぇっと……ありがとう？」

    褒められた気はまるでしないけれど。

    「本郷さんにならお話してもいいかな」

    そう言ったあと、千鶴は「実は……」と言葉を続けた。

    「私、朔弥さんとお付き合いはしてないんです」

    「え、そうなの？　じゃあ根も葉もない噂ってこと？」

    「いいえ。湯谷会長……祖父ですけど、会長は朔弥さんと私の婚約を望んでいらっしゃいます」

    湯谷企画は、企画や売り場の展開をメインとした高堂玩具のグループ企業だ。大小問わずにイベントの催しはすべて湯谷企画が引き受けている。そんな企業と、将来グループを率いていく朔弥との縁談はごく自然なことだ。

    「縁談の話はあるけど、付き合ってないってこと？」

    「そうですね。……朔弥さんがいまは仕事に専念をしたいそうで……」

    「彼、真面目だもんね。なんかわかる気がするなぁ」

    「でも、これはひょっとしたら私との婚約がおいやなのかなって勘ぐっちゃって」

    「それは考えすぎなんじゃない？」

    こんなに可愛い女性をいやがる理由はないと思う。そのうえ経営も安定するとなれば言うことはない。仕事に熱心な朔弥だからこそ、利害というものは理解をしているはずだけれど。

    「でも、デートに誘ってくださったことないんです」

    「……えっ」

    那月とはこのところ、毎週出かけているのに、千鶴を誘ったことがない？

    これはうっかりヒーローショーを観覧した話なんてできない。あくまでも仕事の一環として、趣味もかねて那月と同行しているにすぎず、あれはデートではないはずだが、千鶴はどう思うだろうと考えてしまう。

    「本郷さんはお付き合いしている方とかいらっしゃるんですか？」

    「いないけど……」

    「好きな人と出かけたりとかは？」

    「うーん……」

    好きな人、か。

    朔弥が気になるとは思ったが、あれは気の合う友人という意味なのではないだろうか。

    一緒にいるとドキドキするけれど、彼と一緒にいたらだれでもときめく。そのうえ、言葉が少し足りないから誤解をしてしまって恥ずかしいだけだ。だから心臓がバクバクするに違いない。

    だいたい、恋とかわかんないし。

    「休みの日はヒーローショー見に行ってるからなぁ」

    「やっぱりそういうものがお好きですか？　朔弥さんも特撮がお好きだそうなので、次のお休みにショーをやっているテーマパークへお誘いしてみようかと考えているのですが」

    「へえ。いいんじゃないかな」

    「そ、そうですか？　がんばって誘ってみます」

    そう言った千鶴は、とてもキラキラとしていて可愛いと思った。人を好きになるというのは、こういうことなんだなと実感するほどに。

    女の子はこうして可愛くなっていくのね。

    にやつく顔を必死で抑えながら微笑ましく彼女を見つめていると、ポケットに押し込んだままのスマホが振動した。

    「ちょっとごめんね」

    未読メッセージのお知らせ。開いてみると、朔弥からの連絡だった。

    『週末空いてますか？　見に行きたいショーがあります』

    簡潔で明快な言葉選びは、彼らしくて好ましい。

    空いてるよ、と返信しかけて手を止める。

    千鶴は次の休みに朔弥を誘うつもりにしていたのではなかったか。ここで那月が了承してしまったら、話を聞いた手前まずいのではないだろうか。

    しばらく迷っていると、別のメッセージが届いた。社長からだ。

    『週末、仕事の依頼あり。詳細は事務所で』

    仕事はスケジュールが合う限り引き受けるのが那月のモットーだ。

    朔弥には申し訳ないが、千鶴のこともあるし断わりの連絡を入れた。

    「あたし事務所に戻らないと。仕事が入ったみたいだし、詳しいこと聞きに行かなきゃ。この付箋、全部もらっていいの？」

    「もちろんです。でも、荷物大きいですけど大丈夫ですか？」

    「大丈夫。ありがと」

    段ボール箱を抱えて会議室を出る。と、そこで朔弥と鉢合わせた。

    「那月さん……、その荷物どうしたんですか？」

    「特撮ヒーローのダイカット付箋の詰め合わせ！　いいでしょ！」

    「はい。俺もほしいな」

    「……レッド以外ならあげる」

    「レッドがほしいです」

    「絶対だめ」

    ひとしきりの会話をしたあと、那月は二人の様子を覗き込んでいた千鶴の背中を押す。

    がんばれ、と小さく声をかけると、彼女はたどたどしいながらも朔弥を週末のテーマパークへ誘った。

    頬を染めて、恥じらいがちに。

    可愛い子だなぁ……。

    「朔弥さん、ご都合はいかがですか？」

    「……次の休みは……」

    朔弥がちらりと那月を見た。目が合って、どきりとしたけれど……。

    「仕事の参考になるかと思って。あと、お好きですよね……？」

    「そう……ですね……」

    千鶴の言葉にしばらく悩んだあと、朔弥はこくりと頷く。

    「……いいですよ。俺もそのショー見たかったので」

    「ほ、本当ですか!?」

    ぱあっと表情を明るくして喜ぶ千鶴は、同性の那月から見ても抱きしめたくなるほど可愛らしい。

    人を誘うのは勇気がいるだろうな。好きな人ならなおさら。その勇気が報われたら絶対うれしい。

    那月なら誘えるだろうか。口実をつけても、二人で出かけようなんて言えない気がする。朔弥は誘ってくれたのに。スマホにメッセージを打ちこむなんて、考えただけでドキドキする。それを、仕事があるからという理由ですっぱりと断わってしまった。

    そして、彼はその空いた時間を千鶴に使うのだ。当然のことで、それぞれがうまく収まっている。だれにもなんの非はないのだけれど。

    胸が痛い……。

    千鶴にがんばれと言っておきながら、朔弥と一緒に過ごせる彼女を羨ましく思ってしまう。

    ……幸せになったらいいなぁ。

    みんなが幸せに、笑顔でいてくれたらうれしい。だけど……。

    なんか、泣きそう。

    これはまずい。いきなり泣いたら珍事もいいところだ。

    「じゃあ、今日はこれで。お疲れさま」

    二人に声をかけて、那月は廊下をゆっくりと歩きだした。一歩、二歩と進み、やがて歩幅を大きくして走り出す。

    朔弥はきっと追いかけてこない。わかっているのに、後ろから足音が聞こえる気がして全力で突っ走った。

    が、どうしてか、後ろからぱたぱたと足音が聞こえてくる。

    これは幻聴だ。朔弥は追いかけてこないはずだ。だってそんなドラマのワンシーンのような場面は、現実には存在しない。

    でも。

    「ま、待って、那月さん！」

    必死に呼び止める朔弥の声に思わず足を止める。

    「なんで……」

    「え？」

    「なんで追いかけてくるのよ、ばかぁ！」

    「は？　え？　なに……」

    「ここは追いかけちゃダメなところでしょ！　なにやってるのよ！」

    「だって、レッド以外の付箋ならくれるって那月さんが言ったから……」

    この人はなにを言っているのか。

    拍子抜けして崩れ落ちそうになるのをなんとか踏みとどまる。

    「……そんなにほしかったの!?」

    泣きそうになった少し前の自分に謝ってほしい。朔弥は全然悪くないだろうけれど。

    「はい。ブルーがいいです」

    ずんずんと距離を縮めて、箱の中からひとつを取り出して押しつける。

    「じゃあ、あたしはもう本当に帰る！」

    こんな可愛くない言い方をしたいわけじゃないのに。もっと、千鶴のような愛らしさが持てればいいのに。

    なんか、自分が嫌になる……。

    「送って行きます」

    「大丈夫！」

    こんなにかまわれたら期待をしてしまう。

    早く千鶴さんのところに戻ってあげてよ……お願いだから。

    「……また……」

    「ん？」

    「那月さんとお揃いのものが増えましたね。……お土産、買ってきます」

    少し高い位置から囁かれた声に顔をあげた。

    近っ！

    妙に顔が近づけられていて、思わず飛び退く。それでも彼は、「楽しみにしていてください」と端正な笑みを浮かべた。

    ドキリと、そのとき心臓が大きく跳ねた……ような気がした。

    こういう笑顔もいいなぁ……。

    穏やかで、柔らかくて優しい、陽だまりのような笑顔。

    彼が気になって仕方ない。

    ……友人として？

    違う。そんなわけがない。友人のことを気にして、胸を痛めたりするはずがないのだ。

    あたしはこの人が好きなんだ……。

    一人の男性として、知らない間に恋に落ちていたのだと気づいた。

    　


    
        ◇　◇　◇

        　

        週末の時間を那月以外に使うのは久しぶりだ。

        そのせいか、少し戸惑ってしまう。

        朝、千鶴を車で迎えに行き、湯谷会長にちょっと冷やかされながら出てきたところまではなにも問題がなかったのだが、そういえばとふと思ったのだ。

        千鶴と普段なにを話していただろうか？

        改めて考えると、プライベートをまるで知らないことに気づいた。

        父が湯谷会長と個人的な付き合いがあるため、湯谷家に行くことは多いし、お互いが学生時代から知っている間柄だというのに。

        だからと言って、趣味はなんですかといまさら聞くのか？

        そんな間抜けな話もない。

        「やっぱり朔弥さん、運転もお上手ですよね」

        「仕事で使っていると自然と上達します」

        「そういえば、また大きな商談を取ってこられたと聞きました」

        「この間の地方営業が功を奏したようです。病欠した同僚には感謝しろと奢らされましたけど」

        「お酒ですか？」

        「夕食を。近くの居酒屋です」

        会話がどうにもうまく盛り上がらない。さっきから仕事の話ばかりだ。

        これはちょっとまずいな。

        仕事で来ているならかまわないが、今日はあくまでもプライベート。それに仕事を兼ねているだけだ。こんな会話を続けて千鶴を退屈させてはいけない。

        とはいえ、なんとかできるものでもないのだけれど……。

        「今日のショー、千鶴さんはどうして行ってみようと思ったんですか？」

        真面目で、勤勉。一人娘で大切にされてきた、湯谷会長にとっては可愛い孫娘だ。女性らしく、女の子が好きそうなものをまさに好み、多少世間知らずなところもある、おっとりと、ふんわりとした雰囲気の女性……朔弥は彼女のことをそう思っている。

        間違っても日曜日の朝から、特撮ヒーローを見てテンションを上げたりするタイプではない。それに、次の仕事の参考にするならヒーローショーではなく着ぐるみショーにするべきだ。

        「今度の新商品プロモーションのイベント、だいたいの企画はできているんですが、ちょっと自信がなくて」

        「千鶴さんなら大丈夫だと思いますけど」

        「でも、周りの反応が微妙で」

        この間の地方イベントはなかなか良かったと思うけれど。

        「可愛いだけじゃだめなのかなって思って、ヒーローショーを参考にしようかなって。朔弥さんもお好きだと聞きましたし」

        「それで誘ってくださったんですね」

        企画書はほとんどできあがっている。特に問題はないように思ったが、千鶴はなにか引っかかっているのだろう。

        「那月さんに相談をしてみました？」

        「え……本郷さん？」

        「彼女ならいいアイデアを持っていると思いますけど」

        前回の地方でのイベントの成功は、千鶴の力はもちろんだったが那月の功績も大きい。隅々にまで行き渡るパフォーマンス。予定にはなかった動きとはいえ、突発的な演出。それらがショーのあとの物販売り上げに大きく貢献をしていた。

        相談をすれば、必ず力になってくれるはずなのだが。

        「本郷さんには動き方とか見栄えをチェックしていただくだけなので。企画は私がするものですし」

        朔弥なら迷わず那月に相談をするが、千鶴はそうもいかないのだろう。

        企画者としてのプライドがあるだろうし、湯谷企画を背負っているのだから迂闊に外部の人間に悩んでいる姿は見せられない。

        その気持ちは朔弥にもわかる。

        「そうですね。だったらこちらでも社員に当たってみます」

        「本当ですか!?」

        営業部員なら、形にできるかどうかは別としてアイデアはいろいろと持っているだろう。

        「よかったら週明けに本社へ来てください。千鶴さんがいたほうがいい」

        「はい、ありがとうございます」

        結局、道中は仕事の話で終わってしまったが、千鶴が退屈そうにしている様子はない。ほっと胸をなでおろして車をテーマパークの駐車場に止め、中へ入って会場までを先導する。その途中。

        「あの、朔弥さん」

        「はい。どうかしましたか？」

        「こんなことを聞くのはどうかと思うのですが……婚約のお話、まだ先になりそうですか？」

        千鶴がそう切り出した。

        「それについては、仕事に専念をしたいとお伝えしたはずですが」

        婚約の話が出たのは二年前だ。高堂玩具は湯谷企画と切っても切れない間柄。二人の歳が近いこともあって、将来結婚をすればどうかと言い出したのは湯谷会長だ。

        あのときは千鶴も学生だったし、好きな人と結婚をしたいと言うかもしれないと思っていたのだが、日に日に千鶴からの好意を感じるようになった。

        まだ若いとか、仕事を覚えたいからなんて言い訳は、これから通用しなくなっていくだろう。

        正直なことを言えば、彼女を恋愛対象として見ることはできない。二人の結婚というつながりが意味することを理解していないわけではないけれど、それでも――

        「ちゃんとお付き合いをしていただければ、きっと……」

        「え？」

        「……私のことを、わかっていただけると……思うのですが」

        恥じらいながら言葉を選んでいるが、つまり、付き合ってくれということだ。

        こんな決定打を、彼女が打ってくるなんて思わなかった。

        付き合えないと言えば、保留にしている婚約の話そのものに矛盾が生じる。付き合ってしまったら……。

        那月の顔がちらついて、急激に会いたいと思った。

        「申し訳ないんですが、いまは少し忙しくて考えられなくて……」

        「本郷さんとは出かける時間はあるのに？」

        「……そんなことは……」

        「この間のヒーローイベントのとき、本郷さんといらしたのはお仕事のためだけじゃないですよね？」

        仕事のためだ。

        でも、彼女を連れて行った理由のほとんどは、那月がヒーローショーを好きだから。笑ってくれると思ったからだ。

        千鶴は、わかっている。下手な言い訳はしないほうがいい。たとえ婚約を保留にした話にどれだけの矛盾が生じたとしても。

        「……お見通しなんですね」

        「わかります。ずっと朔弥さんを見てきましたから」

        「ありがとうございます。でも、だったら俺の気持ちもわかっているんじゃないですか。俺は那月さんが好きなので」

        いつから好きだったんだろう。

        記憶をさかのぼってみても、初めて那月を見たときのことしか思い出せない。

        キツネの着ぐるみを着て、汗だくになりながら子供たちの笑顔に尽くすキラキラとした彼女の姿ばかりが思い浮かぶ。

        「……この間いらしていたエージェントの方……」

        千鶴の口にした言葉に、心臓がぎゅっと締め上げられたような痛みを覚えた。

        「本郷さんをスカウトしたと聞きました。すごいですよね」

        そうだ。

        彼女はアメリカに新しいステージが待っているのだ。ブロードウェイなんて聞いたときは驚いたが、那月に相応しい舞台だと思った。

        「あの人には才能がありますから、スカウトも当然です」

        「ええ。だったらちゃんと後押ししてあげるべきですよね。朔弥さんが好きだなんて言ったら、本郷さんは困るかもしれないでしょう？」

        「……気持ちを伝えるつもりはありません」

        「だったら……！　諦めるつもりなら、私と付き合っても……」

        「すみません」

        「……そんなに本郷さんが好きなんですか？」

        那月は人の笑顔に尽くすことを信条としているが、彼女に尽くしてくれる人がどれだけいるだろう。

        生い立ちも決して恵まれていたわけではない。でも、あの人の傍には幸福がいつもあったのだと思う。そんな那月の笑顔を……彼女自身を守らせてもらえる存在になりたい。

        ずっと幸せでいてほしい。

        「好きですよ」

        「アメリカに行ったら朔弥さんのことなんて忘れちゃうかも」

        「そうかもしれませんね」

        「だったら……」

        「だから那月さんを諦めて千鶴さんを選べと？　それは彼女にも、あなたにも失礼だと思うんですが」

        那月がだめなら千鶴を選べばいいなんて、朔弥にはできない考え方だ。たとえ千鶴がそれで良くても、誠意の欠片もない付き合い方だけはしたくない。

        「お……、おじいさまがお知りになったら……きっとお怒りになると……」

        「千鶴さんはそんなことをしない」

        「そんなことありません。私、ずっと朔弥さんのことが好きで……」

        「あなたには俺なんて勿体ないと思います。ほかの人を想っているし、千鶴さんの魅力に気づけないんですから」

        「そんなの、知ってくださればいいんです」

        ……半端に断わっても傷つけるだけか……。

        はっきりと言葉にしなければ、千鶴はどんどん傷ついていく。可能性に縋ってしまうのだろう。だったら――

        「千鶴さん。俺があなたを好きになることはありません。那月さんに振られても、あなたを選びません」

        潤んだ目に見つめられると、厳しい言葉を投げかけている自分に嫌悪感すら覚える。

        「……本郷さんが朔弥さんを好きかどうかもわからないじゃないですか」

        意志を強く持って見つめてくる千鶴は、いまにも泣き出してしまいそうだ。

        泣かせたいわけじゃない。でも、ここで引くわけにはいかないのだ。

        「そうですね」

        聞いたことがないから、那月の気持ちを朔弥は知らない。

        「それでも、好きです」

        「私も……朔弥さんが好きです」

        繰り返し、好きですと呟く千鶴の涙声を聞いているのもつらい。

        優しく手を差し出してやればいいのかもしれないが、それは千鶴を傷つけるだけ。どうすれば、この涙を止められるのだろうかと思案し、そんな手立てもなくて途方に暮れる。

        と、そのとき、ふいにぽむっと肩を叩かれた。

        振り返ってみると、ぬぅーんと大きな顔が近づけられて視界が茶色一色に染まり後ずさる。

        「!?　いぬ……？」

        おそらくテーマパークのマスコットだろう犬の着ぐるみが、『おっとこいつはいけねぇ場面に遭遇しちまった！』となぜか江戸っ子全開で朔弥たちに絡んできたのだ。

        犬、曰く。

        『あっしはしがない犬星人。名刺代わりに風船でもおひとつ』とのこと。

        しがない犬星人ってなんだ。しかも風船を大人に渡すって、どれだけ浮くと思っているのか。

        犬星人はさらに続けた。

        『それにしてもお二人さん。快晴だっていうのに浮かない顔をしていなさる。あっしが一肌脱いであげやしょう』と言って本当に服を脱いでしまうのだから、この犬はどうかしている。そうかと思えば、『ズボンは脱げやせん！　あっしはこれでも紳士でやんす！』と大きな動きで語りかけてくる。

        だれもこの犬の全裸など望んでいない。が。

        「ふふっ……あははっ」

        千鶴の笑い声に、驚くのと同時に安堵もした。泣かせたまま帰る羽目になったらどうしようと思っていたから。

        着ぐるみのすごいところは、相手がどれだけ泣いていても最終的には笑顔にできるところだ。演じ手の技量はもちろんだが、この着ぐるみの中の人も周りを笑顔にしたいのだろうことが伝わる。

        『それじゃあお二人さん。仲良くお帰りよ！　あと、ヒーローショーは変身シーンをチェケラ、イェー！』

        なぜ、江戸っ子がヒップホップかぶれなのか。ちょっと自分の周りの着ぐるみはかぶれているのが多すぎないか。

        まあ、千鶴さんが笑ってるからいいか……。

        走り去っていく犬を見送っていると、途中で子供たちに声をかけられて追い回されている。災難だなと思っていると、犬が派手に躓つまづいた。

        !?

        顔面から突っ込んだら顔が外れるんじゃ、と思った瞬間、しなやかな動きで空中二回転半を決め、全身でドヤ感を醸し出している。

        見覚えのある、綺麗なフォームだ。いつか、舞台で見たワイヤーもつけていないのに空中を舞ったあの人のような――

        まさか……。

        「な、つき……さん……？」

        その声にびくりとしたのは犬ではなく、隣にいた千鶴だった。

        　

        ◇　◇　◇

        　

        ひどい空気だ。あれは完全に修羅場だった。

        犬の頭を取り外して、朔弥たちの様子にため息をつく。

        いったいなにがどうなればテーマパークで女の子が泣くわけ？

        だいたいあの時間はショーが始まってる時間じゃない……！

        それよりも、千鶴が誘ったテーマパークと那月の仕事現場とがかぶるなんて奇跡が起こるとは。

        でも、なんで泣いてたんだろ。ショーが怖かった？　そんなまさか。

        今日のスーツアクターはトップクラスの俳優だ。感涙する可能性はあるが、あれは悲しくて泣いていたように見えた。

        「なーんで泣くかなぁ！」

        控え室でハンドポンプと風船を手に、午後のショーで配るプードル型の風船を作りながらじたばたと足を踏み鳴らす。

        人が泣いているなんて許せない。こんな、笑顔に溢れているはずの場所でなんて特に。

        高堂君はいったいなにしてるのよ。

        いつものように王子様かと思うような対応をすれば済む話なのだ。優しく、穏やかに、お手本のような完璧な対応を。でも……。

        「うぅぅ……キモチワルイ」

        胸が、ずっとざわざわしている。

        朔弥のことは好きだと思っているし、自覚もした。でも、どう考えても彼の隣にいるのは那月ではないと思う。

        お似合いだったもんなぁ。美男美女……ずるい、あれは画になる！

        それに比べて……。

        鏡に映る自分の姿を見て肩を落とした。

        着ぐるみを脱いで、汗を拭ったとしても、千鶴のようなふんわり癒し系美女にはならない。気が強そうに見える吊りがちな目も、健康を絵に描いたような肌の色も、女性らしさが足りない気がする。

        朔弥と出かけるときは精一杯オシャレをしてみるが、それだって千鶴には到底かなわない。メイクの仕方なんてほとんど知らない。流行の最先端なんてわかるわけがない。

        もう、やだ……なんか急に恥ずかしくなってきた……。

        「ワン太ぁ、胸が痛いよぉぉ……」

        着ぐるみの頭に顔を押しつけ、泣きたい気分になる。

        うだうだとプードルを量産していると、控え室のドアがノックされた。

        「本ご……じゃない、ワン太さん、お客様がいらしてますけど」

        「お客様？」

        スタッフに問い返すと「お邪魔します」と千鶴が姿を見せた。

        「ンッ!?」

        慌てて頭を被りなおしたものの、「頭が後ろ前です、怖いです本郷さん！」と突っ込まれてしまった。

        「え、なに、どうしたの!?」

        頭を被りなおしながら、千鶴は那月に会いに来たのだから無意味じゃないかと我に返って頭を外す。

        「あれ、高堂君は？　一緒じゃないの？」

        適当な椅子を勧めながら聞くと、

        「お手洗いに行くと言って、こちらへ来てしまいました」

        と照れくさそうに言った。

        だが、来ちゃった、で入れる場所ではない。

        高堂玩具の名前を出しつつ、仕事の話を交えながらスタッフを言いくるめたのだろう。高堂玩具がショー関係者にとってどういう位置づけなのかをよくわかっている。

        「それで、なにかご用？」

        わざわざ控え室にまで来た理由を聞かなければ。

        「……」

        「千鶴さん？」

        スポーツドリンクを飲みながら、千鶴の言葉を待ってみる。と。

        「あの……本郷さんって、朔弥さんのことお好きなんですか？」

        「んぐっ!?」

        思いがけない言葉に、噴水かと思うくらい勢いよく吹き出してしまった。

        慌ててティッシュの箱を抱え、思う。

        この子はなにを考えているのか。

        「はぁ!?」

        「だって、とても親しそうですし」

        「趣味が合うから」

        「デートもするのに？」

        「デートっていうか、ヒーローショーを見に行ってるだけよ」

        「同じマスコット、持ってるのに？」

        「え？」

        朔弥も色違いを持っていると言っていたから、それのことを指しているのだろう。

        「あれは……」

        曖昧な弁解をしたところでいまの千鶴が納得をしてくれるとは思えない。彼女の目は、嘘をひとつも逃さないという決意が見て取れる。

        変にごまかしてはだめだ。

        なぜ朔弥がくれたものを受け取ったのか。

        なぜ彼と一緒にショーを毎週のように見に出かけるのか。

        口にするのはとても勇気がいるけれど。

        「……うん、好きよ」

        もう引き返せない。朔弥への気持ちを認めてしまったら、婚約をすると言っていた千鶴と対立することになるだろう。

        「私も好きです」

        「うん。知ってるよ」

        でも……あたしはこの子には、きっと勝てない。

        美人で、家柄がよく、裕福で、素直な性格は那月から見ても魅力的に映る。

        天は二物を与えないなんてよく言うけれど、全部持っている人は存在するのだ。

        あたしはなんにも持ってないのに。

        神様は不公平だなぁ、なんて思ったところで、どうにかなるわけでもないのだけれど。

        初めて、男の人を好きになった。

        ヒーローが大好きで、仕事が楽しかったから、恋はずっと後回しにしてきた那月が憧れた人――。

        この気持ちは、諦めたくない。

        「ずっと朔弥さんが好きだったんです。だから……」

        「知ってるけど、あたしも諦めてあげられないんだ」

        「どうして!?」

        那月の言葉で、千鶴に泣きそうな顔をさせている。

        こんな顔をさせたいわけではないのだけれど……。

        いまは、パフォーマーとして、エンターテイナーとして千鶴と向き合っているわけではない。完全な、個人的感情によるもの。自分の気持ちをごまかすことはできない。

        「本郷さんはアメリカに行くんでしょう？」

        「……それは……」

        「渡米したら、朔弥さんと会えなくなるんです。そうしたら本郷さんの気持ちだって変わるかもしれないですよね？」

        変わらないとは言い切れない。忙しくなるだろうし、役をもらうためにほかのことを気にかけている余裕もなくなるだろう。

        でも、那月はまだエージェントに返事をしていない。

        どうすべきかを迷っている。

        「変わらないかもしれないじゃない。それに高堂君があたしを好きだなんてわからないし、思うだけなら自由じゃないかな」

        「……本郷さんは鈍すぎです！」

        「えっ……否定はしないけどちょっと傷つくよ……？」

        そもそも、なにが鈍いのかもわからないのだけれど。

        「本郷さんは朔弥さんを諦めない。私も、諦めません」

        「そうだね」

        「私はおじいさまに頼めば、朔弥さんと婚約だって……できる、し」

        本当に立場を利用する人は最初から口にしたりはしない。だから、千鶴はそんなことをするような人じゃないんだろうな、なんて思いながら頷く。

        「本郷さん。私と勝負してください」

        「……勝負？」

        どんな勝負を持ち掛けるつもりだろうか。

        運動系なら那月は負けない。でも、オシャレとか流行の話なら千鶴が勝つだろう。

        「……着ぐるみって、私でも着られたりしますか？」

        「ああ……うん、できるよ。ちょっと練習が必要だけど」

        ショーで動きまわるというのは難しいかもしれないが、着て、舞台へ出て立っているだけなら問題はないだろう。

        「じゃあ次のプロモーションイベント、私も着ぐるみを着て出ますので、舞台の上で勝負です」

        「ごめん、それは千鶴さんが圧倒的に不利だと思うよ？」

        本職を侮ってもらっては困る。

        着ぐるみの中は暑いし、狭いし、視界も悪くて初心者には難しい。

        「動けるように練習はしますし、勝負は私たちが競うのではなくて、見に来てくれる人たちが参加できるようなものでやりましょう」

        これなら演者も観覧者も楽しめるはずだから、と。

        それなら、まあいいか……。

        「事務所に玉入れ用の籠とか玉が一式揃ってたはずだから、玉入れとかどうかな。千鶴さんもあまり動かなくていいし」

        「司会にはずっと決めている人がいるので頼んでみます」

        「へえ。どんな人だろ」

        「本郷さんも知っている人ですよ」

        高堂玩具は有名人をオファーすることも容易だろう。

        「この勝負に那月さんが負けたら、朔弥さんを諦めてくださいね。できるだけ嫌いアピールもして、こそっとアメリカに渡ってください」

        「え……それはちょっと……」

        「勝負ですからだめです！　私が負けたら、そのときは朔弥さんを諦めますから。なんでしたら私が留学します！」

        「そこまでしなくても……」

        諦めたところで朔弥の気持ちをどうこうできるとは思えないけれど。

        「わかった。勝負を受けるわ。子供のハートを掴んで味方を引き入れたほうが勝ちね」

        「純粋に入った球数勝負じゃないんですか？」

        「どっちでもいいわ。子供がたくさん味方につけば勝てるもの」

        「そ、それは私が不利ですよ！」

        「そんなことないって。あのウサギ、とっても可愛かったもの」

        それに千鶴の可愛い仕草が反映されれば、たぶん最強だ。

        「あたしが動き方教えてあげる。いい勝負をしましょう」

        勝負なんて聞くと、血がたぎるというのだろうか。わくわくする。

        「本郷さん。私、負けませんから」

        きゅっと唇を噛み締める千鶴を見たあと、着ぐるみの頭をかぽりと被った。

        「あたしも負けない。勝負には勝つのがポリシーだもの」

        「ポリシー多くないですか？」

        「いいの！」

        肉球のついた手を差し出して、控え室の外まで案内する。パーク内に出ると、朔弥がそわそわした様子で出入り口の近くで歩き回っていた。

        「ちょっと長話しすぎちゃいましたね」

        彼女が好きな人との時間を放っておいて、わざわざ那月に宣戦布告にやってきたのは、それだけ朔弥を譲りたくないという証拠。

        きっと、すごくいい子なんだろうなぁ。

        着ぐるみの中でにまにましながら、千鶴を朔弥の元へ送る。

        「千鶴さん……！」

        「お待たせしてごめんなさい」

        「ダメじゃないですか。たとえ中身が那月さんでも押し掛けたりしたら……痛っ」

        千鶴に詰め寄る朔弥を押し退けて、『彼女は俺が守る』の構図を繰り広げると、朔弥が目をしばたたかせた。

        「……え、これ俺が悪いんですか？」

        こくこくと頭を縦に振って、千鶴をぎゅうっと抱きしめた。

        「ワン太さん、しばらくのお別れです。寂しいですけど！」

        「……ワン、太……」

        呆然とする朔弥を尻目に頬擦りをすると、犬の鼻が千鶴の顔に突き刺さるというダサいシーンを演出してしまって、泣きたくなった。プロってなんだっけ。

        『それじゃあセニョリータ。またね！』

        手をぶんぶんと振って走り出した那月の背中に、ぷっと吹き出して、笑う朔弥の声が聞こえる。

        「なんだかよくわかりませんけど、二人とも仲良しですね」

        「はい。ワン太さんは世界征服のために地球にいらしたそうで！」

        「へえ……ははっ、そっか。征服するのか」

        そんな設定聞いてないぞ、と思いながら仕事に戻った。

        　

        イベントの準備は着々と進み、企画の変更も受け入れられた。

        概要としては、新商品のプロモーションのためのイベントなのだが、デパートの催事場を借りて着ぐるみショーを行い、催事場の外で販売するというもの。

        高堂玩具の商品だから、主なターゲットは子供。

        商品を売ろうと思ったら子供のハートを鷲掴みにする必要があり、付き添いでやってくる親のハートもがっちりと掴まねばならない。

        そのための司会は完璧な人選だったと思う。

        バックステージで周囲が着々と開場に向けての準備を進める中、千鶴はそーっと那月の傍へやってきた。

        「うまくいくでしょうか」

        「大丈夫よ。千鶴ちゃんはけっこうセンスがあると思うわ」

        毎日仕事が終わってから事務所まで練習にやってきて、汗だくになりながらウサギの着ぐるみ――ウサ乃を着ていた彼女はなかなか筋がいい。

        そんな日々を過ごす中で、那月と千鶴の距離は、気づけばぐっと縮まっていた。

        同じ人に恋をするライバル同士であるはずなのに、着ぐるみの動き方を教えている間に仲良くなってしまったのだ。ぎすぎすとした空気よりかははるかにましだが、これで競っているのだから滑稽にも見える。

        「そろそろ開演です」

        会場にはたくさんの人が押し掛けているようだ。司会者はすでに外へ出ている。

        かぽっと頭を装着して、早く舞台へ出たくうずうずしていると、ウサギに入った千鶴が不安そうに那月の手をぎゅっと握ってきた。

        「大丈夫、絶対成功するよ」

        「……その顔で言われると泣きそうです」

        「ごめん。お気に入りなんだけど」

        事前に用意をされていた着ぐるみは千鶴が着てしまうから、那月は自分の着ぐるみを持参した。顔が怖いと大好評のたぬ助だ。

        設備の不十分な環境で、音響のハウリングが聞こえる。

        そして、第一声が発せられた。

        『皆さん、こんにちはー』

        バックステージにもよく聞こえる声。

        子供たちのテンションを上げつつ、演者に開演を知らせる、お決まりの「コンニチハー」だ。ちなみに……。

        「朔弥さん、大丈夫でしょうか」

        ショーを進行するのは可愛いお姉さんではなくイケメンのお兄さんだ。

        よく知る人だと言われて有名人かと思っていたが、まさかの社内起用。たしかに知っている人だけれども。

        「大丈夫よ。困ったらあたしがなんとかするから、千鶴ちゃんも普通にしててね」

        「はい、がんばります」

        ステージから『それじゃあみんなで呼ぶよー』と、ノリノリの声が聞こえ、千鶴と二人して吹き出してしまった。だてにヒーローショーを観覧しているわけではないなと思いながら、ステージへと飛び出す。

        客席が見えるぎりぎりまで絞られた照明。舞台を照らす強い光。目の前には、きらきらとした期待の眼差しと高揚に満ちた表情で彩られている。

        この瞬間から始まる、笑顔へのショータイム。

        ストーリーは、幼馴染みのタヌキとウサギが森で遊んでいる間に喧嘩をしてしまう。そこへなぜか偶然通りがかったイケメンが仲裁に入る。そんなに喧嘩をするのなら正々堂々と勝負をしてはどうか、と言われ、森のお友達――もちろんこれは観客席の子供たちだ――を味方にして、どういうわけか玉入れを始めるのだ。

        もう、意味がわからない。でも、子供たちは満面の笑みをステージへ向けてくれている。

        セリフは声優の養成所から人を手配した。可愛いウサ乃の声と、中性的なたぬ助の声は千鶴と二人で選んだものだ。

        『もう、たぬ助くんなんて大っ嫌い！　知らない！』

        『待ってよ、ウサ乃ちゃん！』

        とベタなセリフが入って袖まで一度捌ける。これは当初の予定にはなかったのだが、千鶴がだいぶ無理をしていると感じたから提案をした。

        ステージの照明は相当熱くなる。着ぐるみの中は異常と言って差し支えないだろう。不慣れな人が数十分も立てる場所ではない。

        様子を見ながら、千鶴が舞台に出るのが厳しそうだと思ったら那月が一人でどうにか凌ぐ手はず。

        朔弥にも台本が変わる可能性があると伝えてある。セリフも、通常の倍以上のパターンを用意していたし、スタッフにも段取りは連絡済み。下準備は周到にしてある。だから、なにがあっても大丈夫だ。

        ウサギの頭を外して水分補給をする千鶴を見遣り、声をかけた。

        「どう？　まだやれそう？」

        「大丈夫です。ちょっと暑いですが、続けられます」

        「無理は禁物。調子が悪くなったらすぐに教えてね」

        ステージ上では朔弥が一人で進行をしてくれているが、そろそろ呼び込みがかかる。

        ウサ乃を追いかけてたぬ助がステージへ出ると、相変わらず喧嘩が続く。やがてストーリーは喧嘩の仲裁へ入るシーンへと進み……。

        「たぬ助くんもウサ乃ちゃんもそんなに喧嘩するなら玉入れで勝負だ！」

        朔弥の飛びっきりのキメ顔と、無駄に高い演技力に、この人の天職は子供向け番組のお兄さんじゃないのかと思わずにはいられない。

        何回聞いても意味のわからないセリフよね。考えたのあたしだけど。

        ちょっと遠い目をしながら、いそいそと籠と玉が運び込まれる。そして、子供たちをステージに上げて、籠を背負ったら準備完了だ。

        千鶴ちゃん、本当に大丈夫かなぁ。

        子供は力加減を知らない。当たっても痛くない玉を使うとはいえ、全力で投げつけてくる。そのままじゃれついてきて転ぶ可能性もあるから、なにかあったときは守ってあげないと、なんて考えているうちに、玉入れ開始の笛が鳴った。直後。

        ヒィィィ!?

        たぬ助目掛けてぼこすか玉が投げ込まれる。というか、ぶん投げられてる気がする。入れる気ないだろこの子たち。

        彼ら、曰く。

        「うさぎさんをいじめるな」とか「ウサ乃ちゃんは僕が守る」とか、ヒーロー全開だ。

        完全にたぬ助がアウェーと化している。

        あれ、これたぬ助が悪いやつ？　高堂君がしょんぼりしてたのと同じ状況？

        玉を籠に入れるように子供たちに示してみたが、顔の怖いタヌキが可愛いウサギと喧嘩をしたのがよほどおかんむりのようだ。これはもう、玉入れ勝負なんてやっている場合じゃない。

        だが、このままではストーリーが進まない。どうにか持ち直さなければ。

        セリフは直接当ててもらっているから変更ができるだろうが、伝わる演技をしなければならない。よくある感じで、那月が身振りだけで伝えられる演技……。

        世界征服、か。

        先日のテーマパークでそんなことを言われたなと思って、それなら変更しやすいだろうとアテレコに使っているスペースを見上げた。

        そして、ふんぞり返ると視線が集まる。

        『君たちは知らなかっただろうね、ボクはこの会場を征服しに来た悪の手先なのさ！』

        ドヤァ！

        たぬ助的きめ顔をしてみたが、相変わらず玉がぶん投げられてくる。

        あれ。あれ!?　演技もセリフも完璧だったよ!?

        「悪いやつならやっつけちゃえ！」とか「顔怖い！」とか散々に言われたが話は進みそうだ。悪いやつなら……たぬ助の次の行動はこれしかない。

        ヒーローショーでは司会のお姉さんを攫うのが定石。ここは朔弥を攫うべきかと思って近づき、後悔した。

        これたぶん攫えないやつ！　高堂君あたしより背高かったの忘れてた！

        後ろからきゅっと抱っこして連れていくとスムーズなのだが、腕が届かない。頭が背中にどぉーんとぶつかって、腕をぶんぶん振るしかないレベルで。

        せめて厚底シューズ履けばよかったぁ！

        大失敗だ、と思っていたら、会場からどっと笑いが起こった。なぜ。

        「たぬ助くん……考えてること筒抜けだよ」

        !?

        「ちょっと背が足りなかったかな。台持ってくる？」

        いやいやいや。なに冷静に小道具持ち出そうとしてるのよ！

        「あ、僕が屈めばいいのかな。……はい」

        はい、じゃねぇよ！

        こうなったら力任せに引きずって行く？　そうすればバックステージで軽く打ち合わせもできるし……。

        でも、千鶴が一人でステージに残ることになるな、なんて思っていたら、突然ウサ乃からタックルされた。

        おうふっ!?

        吹っ飛ばされ、よろよろと起き上がると千鶴の「朔弥さんは渡しません！」という異常な圧を感じた。

        そしてステージはなぜか朔弥をめぐるタヌキとウサギの三角関係の図に発展していく。一応たぬ助は男の子なのだが。ここはウサ乃を朔弥と取り合うべきなのだが。

        もういいか、なんでも。

        玉入れは全然勝負にならないし、一方的にたぬ助が子供たちから狙われているし、千鶴は本気だし朔弥は笑いの発作と戦っているしで散々なステージだったけれど。

        みんなが笑ってくれればそれが正解だ。

        会場は終始笑いが絶えなかった。大人も、子供も、出演者も裏方の人も。もれなく笑顔が咲く。

        那月の大好きな、永遠のような一瞬。

        ステージは、喝采の中で終幕した。

        　

        バックステージへ戻って、滴る汗を拭っていた那月に飛びついてきたのはウサ乃だった。

        「わぶっ!?」

        ゴッと大きな頭が顔にぶつかって、首を痛めそうだ。

        「千鶴ちゃん、まずは頭を外そうか！」

        かぽっと頭を取ると、彼女には不似合いなくらい汗だくで、タオルを渡すとすごい勢いで拭きだした。

        「那月さん、楽しかったです！」

        「うん、なんか変なことになったけど楽しかったね」

        成功したかどうかは高堂玩具が決めることだから那月が口にすることはできないけれど、確信はある。

        「でも、勝負はできなかったですね」

        「あ、そうね。玉入れが成立しなかったもんね」

        那月としては観客が楽しんでくれたのだからそれでいいのだが、千鶴との勝負に勝敗がつかなくなってしまった。

        「でも、私、思ったんです」

        近くの椅子にちょこんと座って、千鶴は言葉を続ける。

        「那月さんはすごい、って！」

        「え、どこにそんな要因があった？」

        「那月さんだって大変なのに私を気づかってくださったし、ショーが変な方向に向かってもスタッフの方に合図もなしにアドリブを入れて合わせちゃったり」

        「あれはもう、経験というか。これならやれるだろうな、みたいな……」

        「それが伝えられるのは那月さんの実力ですよね！」

        もふっとした肉球で手を握られる。

        そんなことを考えて演じたことはない。目の前にいる人たちに、失敗しましたなんて醜態を晒せないと思うだけだ。

        「那月さん……スカウトのお話、結局どうすることにしたんですか？」

        「んー……まだ返事をしてないの。今日が期日なんだけど……」

        まだ、未来は不確かだ。

        決まらない。決められない。そして延ばし続けた返答。

        「誤解を恐れずに言わせてください。私、那月さんはスカウト受けるべきだと思います。着ぐるみを着てるなんて勿体ないです。ブロードウェイへ行って、いつかテレビで那月さんの姿を見られる日を楽しみにしていたいです」

        千鶴の言葉が引っかかった。彼女の言い回しがどうとか、悪意を感じるとか、そう言ったことではない。心からそう思って言ってくれているのはわかるし、背中を押してくれているのだ。でもなにかが引っかかる。

        なにが……？

        今回のスカウトは、那月の憧れる大きな舞台へと続く道。それなのに、なぜ迷っているのだろうか。

        英語ができないから？　そんなものは現地で学べばいいのだ。お金がないから……これは社長が出資してくれると言ってくれている。那月が成功すれば、事務所への恩返しにもなるだろう。

        子供たちの笑顔を見たい。自分を見てくれる人が笑ってくれたらうれしい。だから那月はパフォーマンスをする。ヒーロースーツを着て舞台に立ち、いずれは生身で勝負をしたいとも思っている。

        渡米すれば叶う可能性は上がるではないか。

        「千鶴さんいますか？」

        思考を巡らせていると、朔弥の声がして顔をあげる。

        「ウサ乃に物販コーナーへ立ってもらいたいんですが、大丈夫ですか？」

        「はい、大丈夫です。じゃあ那月さん、行ってきます！」

        頭をかぽりと被って千鶴が出て行く。

        「高堂君も行って」

        「え、でも俺よりたぬ助のほうが需要ありそうですけど」

        「千鶴ちゃんが倒れたら大変だから。それに、司会のお兄さんはお母さんのハートをガチっとキャッチするためにいるのよ！　あとウサ乃クリップがほしい！」

        高堂玩具のオフィシャルではないたぬ助は、物販に呼ばれても出て行くわけにはいかない。趣旨が変わってしまうから。

        「……はい。取っておきます」

        ふっと笑って、朔弥がバックステージから出て行く。

        その笑顔を見て、引っかかっていた言葉がストンと内側へ落ちていくような感覚を覚えた。

        なんだ……、すごく簡単なんじゃない……。

        朔弥と離れたくないのだ。

        多くの笑顔は見たい。でもそれ以上に朔弥と一緒にいたい。彼の笑顔をいま一番切望している。

        世界的な女優にならなくても、子供は笑ってくれる。付き添ってきた大人も笑ってくれる。千鶴の笑顔は素敵だったし、仲良くもなれた。

        そして――

        「あの人の笑顔が好きなのよね」

        簡単すぎて、気づかなかった。

        わかってしまえば返事を迷うことはない。

        控え室へ戻って着替え、スーツケースにたぬ助を詰め込み、電話をかける。

        「もしもし、社長？　この間のスカウトの話なんですけど……」

        ガラガラとスーツケースを引きずりながら、断わりの連絡を入れた。

        　

        事務所に戻った那月は、本当に後悔をしないのかと社長にもう一度問われた。悩んだ末のこと。答えは変わらない。

        それなら仕方がないと断わりの連絡を目の前で入れてくれたのを見届けて、スーツケースからたぬ助を引っ張り出して消臭スプレーを振りまいた。

        あとは日陰に干せばいいだけとベランダに持って出るのとほぼ同時に事務所のインターホンが鳴る。

        タイミング悪っ！

        どうしようかとうろうろしていると、さっさと干してこいと社長が応対に出てくれた。

        社長に対応させるなんて事務員失格だ。

        たぬ助を干し終わって戻ってくると、ふんわりとした可愛らしい女性が、両手に荷物を持って憤怒の形相で那月を睨んでいる。

        「ち、づる……ちゃん？」

        「ひどいです、那月さん！　先に帰っちゃうなんて！」

        「だってあたしの仕事はあそこまでだったし」

        「打ち上げだってあるのに！　行きましょう！」

        「あたし、明日も仕事……」

        「私だって仕事です！」

        物販に出ていた二人には声をかけなかったなぁと思って遠い目をしていると、千鶴ががたがたと椅子を引っ張り出して「ここに座ってください」とまくしたてた。とても逆らえるような状況ではない。

        おとなしく座ると、髪の毛をグイっと上げられ、濡れたコットンをぽふぽふと押し当てられる。

        「!?　冷たっ……」

        「お化粧しましょう！　それと、お洋服も持ってきました」

        「なんで!?　あたしそんなにみすぼらしい!?」

        「そうじゃないですけど、たぶんいつもどおりジーンズにカットソーなんだろうなぁって思ってたので」

        それはつまり、その格好では打ち上げにも行けませんよ、ってことですか。

        「千鶴ちゃん。打ち上げってフレンチとかじゃないよね？」

        「それは居酒屋ですけど」

        「じゃあジーンズでいいよね……？」

        「だめです」

        「だから、なんで!?」

        ちょっと泣きたい。黙って帰った報復としては厳しくないだろうか。

        ファンデーションを塗られ、眉を描かれ、瞼に色もつけられて睫毛を持ち上げられて、もう、なんかすごい。語彙力が消滅するくらいに千鶴の手際が良すぎる。

        「リップはオレンジにしますね」

        「えぇぇ……赤がい……」

        「は？」

        「なんでもないです」

        圧もすごい。

        ぱぱっと那月にメイクをした千鶴は、荷物のひとつから服を取り出した。

        「那月さんに似合うワンピースを買ってきました」

        「買ってきたの!?」

        「ひらひらくるくるふわふわの可愛いワンピです」

        「しゅっとタイトな……なんでもない、ごめん」

        たぶん動きにくいだろうなぁと思ったが、いまの千鶴に逆らったら末代まで恨まれそうだ。

        「私ね。那月さんになら負けてもいいやって思いました」

        「ん？　どうして？」

        「だって、朔弥さんがずっと笑ってるんだもの。私といるときは愛想笑いばっかりだし、舞台の上で笑ってた朔弥さんにときめいちゃったんです。でもそれは那月さんの力ですから。彼には那月さんじゃないとダメなんだなってわかったんです」

        可愛らしく笑う彼女の心中を思って、胸が少し痛んだ。

        好きな人を諦めるというのは、きっととても苦しい。那月はそんな経験をいままでしたことはないが、朔弥を諦めることを想像したら悲しくて仕方なかった。

        「千鶴ちゃん……」

        「でも、諦めるのは那月さんだからですよ？　私も那月さんが大好きだから、この人ならいいって思うだけ。うまくいかなかったら教えてくださいね！」

        ほかの人はいやですと頬を膨らませる千鶴に笑うと、早く着替えてくださいと急かされ、更衣室に入った。でも。

        「ねえ、千鶴ちゃん。ちょっと胸元開きすぎじゃない？　丈短くない？」

        「大丈夫です」

        「ねえ、千鶴ちゃん。ファスナーが上までこない。背中で止まる……」

        「上までこないというか、そういうデザインです」

        「ねえ……」

        「四の五の言わずに着てください！」

        叱られてしまった。

        彼女には勝てない。もうだめだ。この子、こんなだっけ。

        着替えを済ませ、鏡で姿を確かめてみる。

        女性らしさを引き立てるハーフアップの髪はもう、どうなっているのか那月には想像もできないし、ちゃんとしたメイクなんてどれくらいぶりだろう。淡い色味のワンピースは腰の高い位置で絞られたＡライン。胸元が大きく開いているがいやらしく見えず、フリルもついて少し甘めのデザインだ。ふわふわとしていて、くるりとその場で回ると大きく広がる。ワンピースに合わせたパンプスまでデザインが凝っていて――

        か、可愛い……。

        こんな格好、初めてだ。服やメイクが可愛いだけかもしれないが、自分がとびきり可愛く見えてしまう。

        ひとしきり眺めて満足してから出て行くと、那月を見るや、ふんわりと千鶴が微笑む。

        「綺麗ですよ、那月さん」

        「っ……、きゅんとしちゃった。あたし女の子もイケたのかも」

        「あ、それは大丈夫です」

        やんわりと振られたし。

        「じゃあ、那月さんはこのまま外へ出てください。車で待ってもらっていますので」

        「え、千鶴ちゃんはいかないの？」

        「行きますよ、打ち上げに」

        「んー？　じゃああたしはどこへ行くの？」

        「それは外で聞けばいいですよ」

        ぐいぐいと追い出されるまま事務所を出て行くと、たしかに傍に車が止まっていた。黒っぽい、見覚えのある車だ。

        でも、人はいない。

        これではないのかなときょろきょろしていると、「那月さん？」と背後から声をかけられた。

        「あ……やっぱり高堂君だ」

        「……はい。俺……ですけど」

        手に缶コーヒーを持ってしばらく立ち尽くしたあと、朔弥は盛大なため息をつく。

        「心臓が止まりました」

        「なんでよ」

        「天使がいるのかと」

        「は、はい!?」

        「あと、那月さんだけだとは思わなかったので」

        聞けば、イベントが終わったあと千鶴がすごい剣幕で朔弥を連行し、デパートへ立ち寄ってから『那月さんにクレームを言いに行きます』とここまで連れてこられたらしい。だから、話が済めば千鶴と一緒に出てくると思ったようだ。

        「千鶴ちゃんは……あ、ほら。まだ事務所にいる」

        窓から千鶴が手を振っているのが見える。それを確認してから朔弥は苦笑いを浮かべた。

        「じゃあ、ここではだめだな」

        「なにか言った？」

        「いいえ。那月さん、乗ってください」

        「居酒屋にこの格好はないと思うんだけど」

        「フレンチでも行きますか？」

        「あたしは居酒屋が好き！」

        助手席から乗り込むと、すみません、と彼はひとつ謝罪をする。

        なにを謝ることがあっただろうかと首をかしげていると、

        「本当はドアを開けてエスコートしたかったんですが、千鶴さんが期待の眼差しで見ているので」

        さすがにそこまで見られると照れくさいです、と。

        エスコートなんて気にしなくていいのに。

        「それと」

        シートベルトを締めると、朔弥が悪戯っぽい表情で那月を覗き込んだ。

        「すごく綺麗です」

        そんな言葉を男性からもらったのは、生まれて初めてだった。

        　

        低く響くエンジンの音。風を切って走る夜道。ウィンカーの音に、衣擦れの音。そっと零れると息のひとつまでもが聞こえるほど、静かだ。

        心臓の音まで聞こえてしまうだろうか。

        「千鶴さんが無理を言ったんじゃないですか？」

        「無理じゃないけど、怒られた……」

        「え。彼女が？」

        あんまり怒らないタイプでしょと言われ、頷く。

        「正しく言うと、着替えるのに文句言ったら叱られちゃったというか」

        「あ、気に入りませんでした？　千鶴さんに『那月さんに似合いそうなものを選んでください』って言われて俺が選んだんですが」

        助手席のシートの上で、恥ずかしすぎて地団駄を踏みながら「すごい可愛い」というと朔弥は面白そうに笑った。

        「これ、お金返すね。だれに払えばいいんだろ」

        「そういうのはいいので、良かったらまたその服を着てください。すごく似合っています」

        「これは、ほら。千鶴ちゃんのメイクの腕があるから！」

        「那月さんはそのままでも綺麗ですよ」

        「……そんなこと、男の人に初めて言われた……」

        相変わらず、彼はお手本のような対応をする。恥ずかしくて心臓がどうにかなりそうだ。

        「そういえば、この間のテーマパークでやってたヒーローショー、見なかったの？」

        「ああ……なんか見そびれましたね」

        「もったいないなぁ。あれ、有名スーツアクターさんが入ってたのよ。あたしも見たかった」

        「今度行きますか？　この間は断わられましたけど、まだ大丈夫ですよ」

        「え!?」

        仕事で断わることになってしまった朔弥の誘いが、あのテーマパークのショーを見るためだったなんて。

        「行……きたい……けど……」

        「先約がありますか？　仕事？」

        「そうじゃないんだけど」

        その前に、いろいろとけじめをつけなければならない。

        那月の気持ちを伝えて、朔弥の気持ちを聞く。お付き合いをしてもらえるかどうかを知らなければ。もしかしたら、縁談の話があるからという理由で千鶴を選ぶ可能性だってあるのだ。

        「あ、あのね……」

        「その前に聞きたいことがあるんですが、いいですか？」

        「うん、なに？」

        車を路肩へ停車して、朔弥は那月をじっと見つめた。

        「スカウトの話、どうなりましたか？」

        「えっと……」

        「俺が聞いたらまずいようなら、言えないと言ってください。それで充分です」

        「違うわ。……断わったの」

        千載一遇のチャンスを手放したなんて、彼はどう思うだろう。

        おそるおそる目を向けると、朔弥はいつもと変わらなかった。じっと那月を見て、そうですかと言うだけ。

        「ブロードウェイは那月さんにとって魅力的ではなかった？」

        「ううん。すごく魅力的なお話だったよ。でもね……もっと大事なことがあるって気づいちゃったの」

        「大事なこと？」

        見つめた先にいる彼が、泣きそうな顔をしている。

        スカウトに来たエージェントは、たまたま紹介より先に那月を見つけたが、朔弥からいい役者がいるという情報を聞いてやってきたと言った。

        つまり、朔弥は那月をもっと大きな世界へ羽ばたかせようとしているのだ。

        こんなに才能を買ってくれる人はいないだろうな……。

        自分を信じて、使える伝手をすべて使ってまで売り込んでくれるような人は、これから先どれだけいるだろう。

        「一番笑顔でいてほしい人がいて、その人の傍にいたいと思ったの」

        「…･･･後悔、しないんですか？」

        「しないわ」

        悲しそうな顔をしないでほしくて、手を伸ばした。

        「高堂君……」

        「俺、あなたがどんな答えを出しても、最後まで後押しをしたいって思ってました。でも、すみません。断わったことを後悔してないって聞いたら、もう……」

        那月の手を取ると、彼は大切そうに握り締める。

        「好きです。……那月さんが大好きです。俺の傍にいてください。どこにも行かないで……」

        切実で、まっすぐな思いが指先から伝わってくるようだ。

        「高堂君こそ、後悔しないの……？」

        「するわけない。後悔するなら、とっくにしてるはずだから」

        少し身を寄せると、朔弥の手が那月の頬に触れる。

        「那月さんの気持ちを教えて」

        「……高堂君が好きよ。あなたの傍に、どうしてもいたいみた、い……っ」

        ふいに唇を塞がれた。

        心臓が大きく跳ねて、トクトクと早く鼓動する。

        一瞬の出来事だったが、自分の体温とは違う温度が触れた場所が熱い。

        キスをされたと理解をしたのは、朔弥が離れて数拍あとのこと。

        「那月さん。俺の家へ来ませんか」

        「え……？」

        ただ家でのんびりしようという意味でないことくらい、恋に疎い那月でもわかる。

        「来てください。……ね？」

        それはとても優しい誘惑だった。

        　

        高級住宅街にある高層マンションの上層階。そこが朔弥の住まいだった。

        生活感のない、モデルルームのような部屋は、那月が思っていたのとはだいぶ違う。

        ヒーロー好きの彼のことだから、フィギュアとかグッズが並んでいるのかもと思ったが、ひとつとして並んでいないのだ。

        「なんか、思ってたのと違う……」

        「そうですか？」

        部屋を眺める那月を背後からそっと抱きしめ、肩口に顔を埋めながら「どのあたりが？」と彼が問う。

        「もっと趣味全開かなって思ってた」

        「働くようになってからはなかなか集める機会もなかったですし」

        ちゅっと首筋に吸い付かれ、身体を強張らせる。

        「待っ……高堂君、シャワーを貸して、ほしい……」

        「石鹸の匂いがします」

        「え、嘘!?」

        「……なんでそこで驚くんですか。いい匂いですよ」

        仕事が終わって、事務所に戻る前にシャワーを浴びたからそのせいだろう。

        「これなら必要ないですよね」

        ツっとワンピースのファスナーを下げられると、肩から滑り落ちそうになる服を反射的に押さえた

        「っ……待って、心の準備が……」

        「大丈夫。俺に委ねて」

        手首を掴まれると、押さえていた服がパサリと落ちる。

        「恥ずかし……」

        「那月さん、ベッドへ行きましょう」

        抱き上げられても、恥ずかしさのあまりに朔弥の首筋にしがみついて顔を見られないようにすることしかできない。

        「ちょっと笑ってるでしょ……」

        「笑ってはないですけど、可愛いなとは思ってます」

        とさりとベッドに下ろされ、じっと見つめ合ったのは一瞬。

        すぐに引き合うようにキスをした。

        啄ばむように唇を吸われ、触れ合うことに慣れると、次第に濃度の増した口づけへと変わる。歯列を割って舌が差し込まれると、口内の粘膜を余すことなく舐められた。

        「ん……」

        くちゅ、と水音が立つ。舌と舌が絡み合って、唾液が混ざる。

        熱い……。

        朔弥の体温は、熱があるのではないかと思うくらい高くて、触れる場所は唇も指先も、すべてが火傷をしそうなくらい熱かった。

        「那月さん、もう少し口開けて」

        指で唇をなぞられ、言われるまま開けると、さらに深くまで舌が押し入ってくる。

        「んっ、っ……」

        ぴったりと口を塞がれ、呼吸もままならずに息苦しさに肩を叩いたが、朔弥は口腔を犯すことをやめなかった。ぐちゅ、ぐちゅと舌が絡み合う粘った音と心音が混ざり合って思考を溶かしていく。

        「は……っぁ……苦し……」

        「すみません。那月さんとキスしてると思うと加減できなくて」

        「高堂君でもそんなことあるのね……」

        「そんなこと？」

        上着を脱ぎ捨て、しゅるりとネクタイを解きながら朔弥は不思議そうに尋ねた。

        「落ち着いてるし、恋愛とかも慣れてるのかなって」

        「それは、那月さんには大人に見えてるってことかな」

        「自分のほうが子供っぽいなぁって思うくらいには」

        悔しいな、と呟くと朔弥は着ているものを取り払って那月を抱きしめる。

        「俺、あなたが思ってるほど大人じゃないですよ」

        そのままゆっくりと押し倒され、申し訳程度に身につけていた下着を脱がされた。

        「っ……ほんと、恥ずかしいんだけど……」

        「綺麗ですよ。……髪、解いてもいいですか？」

        聞いてはくれたものの、返事をするよりも先に解かれてしまう。

        「那月さん、好きです」

        手を握って首筋に顔を埋め、ちゅっと甘く噛まれる。

        優しく何度も肌を撫でて、落ちるキスが首から鎖骨、肩へと下がっていく。脇腹を撫で上げられ、胸の膨らみを柔らかく掴まれて無意識に朔弥の手を掴んだ。

        「大丈夫です。怖がらないで」

        少し上擦った声が漏れて、彼の気づかいを感じる。

        もっと性急に進めることだってできるだろうに、那月の小さな反応を見逃さない。

        この人なら大丈夫――。

        指を絡めて手を握った。信じている、といまの那月が伝えられる言葉に変わるもの。

        「俺、那月さんにお願いがあるんです」

        「お願い……？」

        「名前で呼ばれたい。朔弥、って」

        うっとりと囁かれ、心臓が変になりそうだ。

        名前で呼ぶなんてハードルが高すぎる気もするが……。

        「が、がんばる……」

        はい、と頷いて、朔弥はやんわりと那月の胸を揉む。

        「っ……」

        抵抗したくなるし、恥ずかしくて逃げだしてしまいたいが、彼を信じると決めたのだ。身を委ねてしまえばいい。

        そっと朔弥を見上げる。と、唇を塞がれて深く舌が絡んだ。

        「ん、っん……」

        同時に胸の柔肉を揉みしだかれ、指先が先端を掠める。

        「っ……ん、ぅ……」

        ビクッと身体が反応をすると、唇を離して朔弥が吐息した。

        「これ、好き？」

        こりこりと硬くなる胸の頂を指の腹で擦りながらそんなことを聞く。

        「わかんない……」

        「そっか。でも、那月さんの身体はすごく正直みたいです」

        身体をずらして、胸元へ顔を寄せる。そのまま、尖った肉粒をちゅるっと口内へ含まれると、頭の芯に響くような、言葉にはできない感覚が襲った。

        「あ……っ」

        無意識に口から漏れ出る甘い声に驚いて、すぐに口を塞いではみたものの、舌で絶え間なく刺激をされ、吸い上げられると声が抑えきれない。

        「ん、ぅふ……あ、ぁ……」

        いやらしい声が自分の口から零れていることに戸惑ってしまう。

        「まっ、て……高と……く……」

        「いやです」

        きっぱりと言い切られ、困惑する。

        朔弥の雰囲気が少し変わった気がするし、先ほどまでは待ってほしいと言えばすぐに止めてくれたのに、それもない。

        「っ……、あ、んっ……んんっ」

        指と舌で執拗なくらい胸の飾りを弄り、那月の声が上がる場所を探している。吸われて、押しつけられ、摘まんだり舌を絡めてみたり。なにをされても声は漏れるし、頭がぼうっとしてきた。

        このまま続けられるとどうにかなってしまいそうで怖い。

        「……朔……弥……ちょっとだけ……待って」

        「ッ……、はい……那月さん」

        顔をあげて、胸を責めることはやめてくれたけれど、肌のあちこちに唇を寄せてちゅっちゅっと吸い付いてくる。

        それでも、さっきより少し落ち着きを取り戻せる。ゆっくりと息を吐いて、朔弥の頬に触れた。

        「もういい？」

        その手を取って、手のひらに唇を押し当てて見下ろしてくる彼の顔を見て、胸の奥がきゅっと疼く。

        いつも穏やかそうな顔をしている朔弥が、まるで見知らぬ人の顔をしてそこにいる。そんな彼にときめいてしまった。

        「いいよ……待ってくれてありがとう」

        「あなたがなにより大事なだけです」

        朔弥だって理性を押しとどめて那月を気づかってくれているはず。怖くないと言えば嘘になるが、身を委ねるだけでなく、ちゃんと自分も応えなければ。

        胸元に顔を伏せ、優しい愛撫が再開された。

        壊れ物に触れるような手つきで身体を撫でながら、徐々にその手が下肢へと下っていく。そろりと脚の間に滑り込み、秘裂をなぞられる。

        「そんなところも触るの……っ？」

        「はい。……全部、俺のものですから」

        自分でも触ったことのない場所を触られるというのは、やはり不安だ。

        「怖かったら俺にしがみついていてください。もう、止めてあげられませんから」

        掠れながらも甘く囁かれる声に頷いて、首筋に腕を回す。

        朔弥の指先が、ゆっくりと秘裂の奥へと忍び込んでくると、ヌプリとした感触に身体が震えた。

        「ふ……っぅ……」

        あやすように背を撫でながら、さらに奥を探られていく。と、一瞬掠められた場所に強烈な感覚を覚えた。

        「あぁ……っ」

        敏感な肉芽を捉えられ、くにくにと捏ねられると下腹部からジクジクとしたもどかしい疼きが全身へ広がっていく。

        「っ、あ……んっ、ぅ、ぁ……ああ……」

        逃げ出したい。こんなに強い感覚は初めてだ。

        身体を捩って逃げようとしていると、朔弥の手が膝裏に入れられ、大きく脚を開かれる。

        「っ！　や、やだ……こんな格好は……」

        「指だと強すぎるでしょ。那月さんの声もっと聞きたいから、優しくします」

        ぐっと体重をかけて秘部を眼前に晒す格好にされても、強い力には敵わなかった。

        あらわになったそこへ、そっと口づけられる。

        「！　……あっ……んっ……」

        抗議するよりも先に、朔弥の舌が花芯を舐め上げた。

        「だめ……、そんなところ……あ、あぁ……っ、んっぅ……」

        頭を押し返しても抵抗にすらならず、手を取られ、ピチャピチャと淫猥な音を立てて舐められるばかりだ。

        恥ずかしくて死んじゃう……。

        それでも、甘ったるい声が漏れてしまって、頭の中がぐちゃぐちゃになっていく。

        得体のしれない感覚は、羞恥と興奮と高揚を伴ってもたらされる。

        「那月さん……気持ちいい……？」

        じゅるっと蜜を吸い上げられ、恥ずかしさのあまり顔を覆い隠す。

        でも、そうかと納得をした。

        気持ちいいんだ……。

        よくわからなかった感覚が快感だと理解をすると、必要以上に怯えなくてもいいのだとわかる。

        ちゅっ、ちゅっと肉芽を啄ばまれ、自然と腰が揺らめいた。

        「は……っあ……あ、んぅ……」

        「やっぱり、那月さんは身体のほうが素直ですね。蜜がさっきより溢れてきた」

        「そんなこと……言わなくていい……」

        ぬるぬると秘裂を擦られ、ビクンと身体が反応を示す。

        「那月さんの気持ちいいところ、もっと教えてください」

        指が、つぷりと蜜口から押し込まれた。

        「っあ……ぁ、んっ、く……」

        中へと異物が押し込まれる違和感と痛みに身体を強張らせる。

        「力、抜いてください。大丈夫だから……」

        そんなことを言われても、力の抜き方がわからない。

        「んっ、んぅ……っ、ふ、ぅ……」

        ぬちゅ、ぬちゅとゆっくり中を擦られ、異物感に少しずつ慣れていくと、朔弥がふっと微笑んだ。

        「上手ですよ、那月さん」

        上から覆いかぶさって、頭を撫でられる。まるで子供扱いをされているような気持ちになるが、大きな手に触れられると心地いい。

        「もう少し、がんばってくださいね」

        その言葉を合図に、もう一本指が押し込まれた。

        「っ……、あっ……い、た……」

        狭い襞が無理やり押し広げられる。

        痛みに顔を歪ませると、朔弥は空いた手で胸に触れ、優しく口づけを落としながらゆっくりと指を抜き差しする。

        「っは……ぁ……あ、っん……」

        身体が緊張するくらいの痛みは、次第に快感へと変わっていった。

        不思議な感覚だ。痛くて、恥ずかしくてどうしようもないのに、朔弥に触れられるとそんなことがどうでもよくなっていく。

        きつく窄まった入り口をほぐされ、中を擦られるたびに頭の中が溶かされていくような感覚を覚えた。じわじわと快感が蓄積され、うっとりと朔弥を見上げる。と――

        「……んっ、ああ、あ、ああ……っ、はっ、あ……」

        ふいに強烈な刺激が全身を襲う。

        「見つけた……那月さんの一番イイところ……」

        まどろみそうなくらい緩やかだった快感が、暴力的なほどに強くなった。

        「あっ、あ、ぅ……ん、く……ああっ、ぁ……やっ……」

        脚をもがかせて逃げようとしても、ぐっと体重をかけられて身動きすらできない。そのまま責め立てられ、思考が真っ白になった。

        「あっ……ああ、あ……」

        だらしなく口を開けて、声を抑えることもできず、朔弥から与えられる感覚のすべてが快感に変わっていく。胸に触れられて、肌を撫でられ、キスをされるだけでも蕩けてしまう。

        腰が跳ね上がって全身が硬直した。

        「んっぅ……ふ……あ、ああっ……！」

        ガクガクと身体が痙攣し、目の前には火花が散ったようにチカチカしている。

        呼吸も忘れ、意識も飛んでしまうくらいの快感から解放されると、ようやく朔弥は蜜口から指を引き抜いた。

        「那月さんの可愛い姿、もっと見せて」

        抱き起こされて、膝を跨がされると、秘孔になにかを押しつけられる。

        「なに……」

        「そのまま腰を下ろして」

        ぼうっとする思考ではなにも考えられず、言われるままに腰を落とした。

        「あ……あっ……」

        めりめりと膣壁を押し開いて、熱と質量を持った楔が穿たれていく。

        「や……あ……なに……」

        「もっと腰を落として。そのまま俺を飲み込んで」

        腰を掴まれて、ぬぷぬぷと凶暴な熱が中へと入ってくる。

        「っは……ん……く……んぅ……っ、苦、し……」

        指でも苦しかったのに、朔弥の欲望はその比ではない。押し入られるほど膣壁を強引に広げ、犯していく。

        「ああ……っ、あ……む、り……」

        「大丈夫だから……。……那月」

        「……っ」

        お腹のあたりがきゅんと疼いた。

        それと同時に、ズッと腰を引き下ろされて欲望を深くまで飲み込まされる。

        「あ……はぁ……も……ひどい……」

        「那月さんと早くつながりたかったから」

        ぴたりと朔弥にくっついて身を寄せ、

        「さっきみたいに、那月って呼べばいいのに……」

        「大事な人を、そうそう呼び捨てにはできません」

        「じゃあ高堂君、でよくない……？」

        「それはだめです。俺は那月さんに独占されたいので」

        身体を抱き寄せて支えられ、そのままベッドへ寝かされ、ズプと奥を突き上げられると身体がのけ反った。

        「あっ……あ、あっ……んっ、ああっ……」

        「もっと声を聞かせて……」

        乾いた音を立てて強く身体がぶつかり合い、ズンズンと深い場所を揺すり上げられる。

        「ああっ……は……っぁ、んっぅ……深……ぁ……」

        キスをされ、舌が絡み合う。全身でつながっていくような不思議な感覚と、快感が混ざり合って融けてしまいそうだ。

        「朔弥……ぁ……あ……っ」

        名前を呼ぶと、彼は恍惚の表情を向けて微笑む。

        喜んでくれたんだ……

        こんな些細なことで、朔弥は喜んでくれる。

        「……は、ぁ……朔弥……好き……」

        「俺も……那月さんが好きです」

        律動が激しくなり、感覚も思考も溶けて混ざり合うように快感を極めて果てた。

        　

        　

        朔弥と付き合い始めてひと月が過ぎた、ある日の仕事終わり。

        事務所に戻って、いつものようにたぬ助に消臭スプレーを振りまいていると、インターホンが鳴った。

        「はい、はーい、いきまーす」

        応対に出ると、初めて見る男性が立っている。事務所へ入ってもらうと、デスクで事務仕事をしていた社長が呆然とその人を見つめ、「は!?」と声をあげた。

        「お久しぶりです」という言葉からして、社長とは顔見知りのようだ。それであの反応か。

        応接室に入っていく二人を見送って、お茶の準備をしていると再びインターホンに呼ばれる。今日はお客様が多いなと思いながらも、そういえば以前にもこんなことがあった。出てみると、やはりというべきか……。

        「那月さん、仕事終わりました？」

        「んー、どうかな。お客様がいらしてるから」

        朔弥が事務所へやってくるのは、もはや恒例になりつつある。

        営業でも来るし、那月を迎えに来ることも珍しくない。社長も彼を気に入っているようで、「高堂の御曹司なら大歓迎」とのこと。

        「仕事終わったの？」

        「はい。出先から直帰なので、夕食でもどうかと思って」

        「じゃあ……待っててくれるとうれしいな」

        「喜んで」

        ちゅ、とこめかみにキスをされる。

        どうぞ、と事務所に朔弥を招き入れた、直後だった。

        「那月！」

        「はい!?」

        ものすごい勢いで社長が応接室から飛び出してきて、三歩ほど後ずさる。

        「お前、テレビに興味ないか!?」

        「……も、もうちょっと詳しく」

        さっぱりわからずに困惑していると、先ほどの客が苦笑いを浮かべて出てきた。

        「アクションができる役者さんを探しています」

        と言いながら、男性は名刺をくれる。

        「……テレビ局のプロデューサー……？」

        「伝手からとても素敵な人がいると聞いたのですが、偶然にも先輩の事務所の方だったようで」

        あのエージェントのことだろうか。

        「もしかしたら日本のテレビの仕事なら受けてくれるかもしれないと、あなたの動画をいただいたのですが」

        スマホの映像を見せられ、恥ずかしいやら照れくさいやらで埋まってしまいたかった。

        ビル街の、ひと気のない通りでおもむろに側転に四分の一の捻りを加える技――ロンダートから、バック転二回、バック宙を決めて、ガッツポーズを決めるタヌキの姿が映っている。

        「ああぁぁ、なんでそんなものが!?」

        間違いなく那月だし、着ているものはたぬ助で間違いない。だが、これではどこのだれかなんてわからないだろう。

        これ、地方のショーに出たときのやつよね……。

        千鶴が初めて担当をした、キツネの着ぐるみを着て出演をしたときのもの。社長の知り合いに、控え室代わりに間借りしたビルの前。たしかこのとき道を尋ねられたのだ。

        まさか……。

        思わず朔弥を見ると、満面の笑みで首を傾けられた。なんですか、と言いたげだ。

        「こ、これ送ったのって朔弥なの？」

        「さあ。俺は知らないですね」

        ふふ、と含みのある笑いを漏らしている。これはもう確定だろう。

        「それで、那月。テレビの仕事は受けるのか!?」

        「……うん。やってみたい」

        日本から出なければ朔弥といつでも会えるのだし、彼は事務所に定期的に営業に来る。それなら、大丈夫だ。

        詳細は後日、社長を交えて契約を交わすことで話が落ち着き、男性が帰ったあと、那月も仕事を終えて朔弥と帰路についた。

        その車内でのこと。

        「ね、那月さん」

        「ん？」

        「俺と一緒に暮らしませんか？」

        朔弥に目を向けると、そっとキスをされる。

        「あたしと、暮らすって……いいの？」

        「もちろんです。那月さんが人気者になったら会えなくなるだろうし、それは寂しいです」

        「人気者にならなくていいわ。朔弥がいてくれればそれで……」

        「あなたが人気者にならないわけがないでしょう？　だから……ね、那月」

        「っ……もう、こういうときにそれはずるい……！」

        彼にこんなふうに呼ばれるのはまだ慣れなくて、ドキドキしてしまう。甘えるように、ねだるように誘うその声に、いつも頷かされるのだ。

        「ずっと俺の傍にいてください」

        家族のいなかった那月にとって、だれかが待ってくれる家に帰ることも、だれかを待つことも経験のないこと。

        胸の奥がひどく熱くなって、涙が零れる。

        そっと頭を撫でてくれる優しい手に、那月は「はい」と頷いた。

        　

        　

        　

        終

        

        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

        

        　

        ロマンス文庫

        　

        書名　　　　　恋したのはヒーローでした

        著者　　　　　桜旗とうか

        表紙イラスト　羊毛兎

        発行日　　　　二〇一九年二月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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